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一
、
は
じ
め
に

鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
蔵
『
萬
葉
集
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
』、『
萬
葉
集
山
部
赤
人
歌
』
を

翻
刻
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
該
二
歌
集
の
性
格
を
二
つ
の
点
か
ら
概
観
し
て
お
き
た

い
。
そ
の
一
つ
は
、
江
戸
期
に
お
け
る
柿
本
人
麻
呂
、
山
部
赤
人
の
存
在
と
そ
の
両
者
の

作
品
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
公
表
し
た
河
野
美
術
館
蔵
『
柿
本

朝
臣　

山
部
宿
禰
歌
集
』
の
紹（

1
）介の

中
で
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
行
っ
た
。

・
柿
本
人
麻
呂
、
山
部
赤
人
は
、『
古
今
和
歌
集
』
序
に
そ
の
名
を
紹
介
さ
れ
、

三
十
六
歌
仙
に
も
選
ば
れ
た
。
と
り
わ
け
人
麿
は
、
歌
仙
、
歌
神
と
し
て
信
仰
さ
れ

続
け
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、『
人
麿
集
』、『
赤
人
集
』
が
平
安
期
に
既
に
成
立
し
、

種
々
の
本
が
伝
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・『
萬
葉
集
』
は
近
世
期
に
実
証
的
な
研
究
が
進
み
、
柿
本
人
麻
呂
や
山
部
赤
人
に
つ

い
て
も
、
伝
説
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、『
萬
葉
集
』
の
内
部
徴
証
か
ら
把
握
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
現
れ
て
く
る
。
河
野
美
術
館
蔵『
柿
本
朝
臣　

山
部
宿
禰
歌
集
』

も
、
近
世
期
の
『
萬
葉
集
』
研
究
の
中
で
、
従
来
の
『
人
麿
集
』
や
『
赤
人
集
』
と

は
違
っ
た
、
よ
り
正
確
な
歌
集
を
求
め
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

・
江
戸
後
期
に
は
、
河
野
美
術
館
蔵
『
柿
本
朝
臣　

山
部
宿
禰
歌
集
』
と
同
じ
く
人
麻

呂
と
赤
人
の
作
歌
を
『
萬
葉
集
』
か
ら
抄
出
し
た
歌
集
が
い
く
つ
か
作
ら
れ
た
よ
う

で
、『
二
聖
歌
集
』、『
人
麿
赤
人
歌
集
』、『
二
大
人
集
』
な
ど
が
天
明
期
か
ら
安
政

期
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い（

2
）る。

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
古
今
集
』
序
の
和

歌
史
観
に
立
ち
な
が
ら
、『
古
今
集
』
尊
重
の
時
代
に
生
み
だ
さ
れ
た
私
家
集
の
『
人

麻
呂
集
』、『
赤
人
集
』
を
批
判
的
に
捉
え
て
編
ま
れ
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
蔵
の
二
歌
集
も
、
右
の
よ
う
な
江
戸
期
の
動
向
の
中
で
製
作
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ（

3
）る。

両
歌
集
の
内
実
に
つ
い
て
は
後
節
で
紹
介
す
る
が
、
そ
の
性
格

は
賀
茂
真
淵
の
学
を
受
け
継
ぐ
加
藤
（
橘
）
千
蔭
の
『
萬
葉
集
略
解
』（
寛
政
八
年

〔
一
七
九
六
〕
刊
）
の
影
響
下
の
成
り
立
つ
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
国
学
の
深
化
と
伝
播

の
潮
流
が
出
羽
地
方
に
及
び
、
こ
の
両
歌
集
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
意
さ

れ
る
の
が
、
こ
の
二
歌
集
が
制
作
さ
れ
た
地
域
的
な
背
景
で
あ
る
。
こ
れ
が
概
観
す
べ
き

第
二
点
で
あ
る
。
以
下
、
節
を
改
め
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。

二
、
佐
藤
家
と
『
五
峯
館
蔵
書
』
と
書
誌

出
羽
国
の
日
本
海
側
に
広
が
る
庄
内
平
野
は
、
江
戸
時
代
に
は
日
本
の
代
表
的
な
米
作

地
帯
と
し
て
栄
え
、
庄
内
藩
は
徳
川
四
天
王
の
一
つ
で
あ
る
酒
井
家
が
藩
主
と
し
て
明
治

ま
で
続
い
た
。
米
ど
こ
ろ
の
庄
内
平
野
を
も
ち
、
ま
た
酒
田
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て

栄
え
た
庄
内
地
方
で
あ
る
が
、
文
化
面
に
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
五
代
藩
主
忠
真

は
、
五
代
将
軍
綱
吉
の
前
で
論
語
を
講
じ
て
い
る
し
、
室
鳩
巣
を
養
子
忠
寄
の
教
育
の
た

め
に
藩
邸
に
幾
度
か
招
い
て
も
い
る
。

七
代
藩
主
忠
徳
は
、
藩
政
改
革
を
し
て
藩
の
財
政
を
立
て
直
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
が
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
に
藩
校
致
道
館
を
創
設
し
、
ま
た
、
和
歌
を
好
ん
だ
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
至
り
、
庄
内
藩
に
も
和
歌
文
学
の
気
運
が
高
ま
っ
て
く

る
。
女
流
歌
人
・
杉
山
廉
や
そ
の
周
辺
に
集
ま
っ
た
白
井
固
・
池
田
玄
斎
・
建
部
山
比
古

近
世
期
の
人
麻
呂
・
赤
人
受
容
の
一
端

―
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
蔵
の
二
歌
集
に
つ
い
て

―

朝 

比 

奈　
　

英　
　

夫

藤　
　

田　
　

洋　
　

治

池　
　

原　
　

陽　
　

斉
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な
ど
が
和
歌
を
詠
み
、
ま
た
周
辺
に
広
め
て
い
っ
た
。
他
方
、
国
学
の
ほ
う
も
受
け
入
れ

ら
れ
、
鶴
岡
に
隣
接
す
る
天
領
の
大
山
地
区
（
現
鶴
岡
市
）
で
は
、
鈴
木
重
胤
を
幾
度
か

招
い
て
、
そ
の
学
問
を
学
ぶ
と
い
う
風
土
で
も
あ
っ（

4
）た。

実
際
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の
歌
集

も
残
っ
て
い
る
が
、『
百
人
一
首
略
解
』（
白
井
重
固
）、『
古
今
和
歌
集
遠
鏡
補
正
』（
中

村
知
至
）、
三
代
集
の
注
釈
書
『
古
今
老
の
す
さ
び
』、『
後
撰
老
の
す
さ
び
』、『
拾
遺
老

の
す
さ
び
』（
服
部
正
樹
）
な
ど
の
注
釈
も
残
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
度
採
り
上
げ
た
『
萬
葉
集
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
』『
萬
葉
集
山
部
赤
人
歌
』

を
所
蔵
す
る
佐
藤
家
は
、鶴
岡
よ
り
二
里
ほ
ど
離
れ
た
天
領
の
角
田
二
口
村
（
現
三
川
町
）

で
代
々
名
主
を
勤
め
た
家
柄
で
、
一
時
期
は
造
り
酒
屋
な
ど
も
行
な
う
な
ど
、
比
較
的
裕

福
な
家
で
あ
っ（

5
）た。

佐
藤
家
の
記
録
は
『
角
田
二
口
文
書
』
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
蔵
書

は
、『
五
峯
館
蔵（

6
）書』

と
し
て
現
在
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
千
五
百

を
超
え
る
冊
数
の
書
籍
が
収
蔵
さ
れ
、
内
容
は
漢
籍
、
儒
学
書
、
和
歌
、
絵
画
、
俳
諧
、

書
道
、
往
来
物
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
九
代
目
東
蔵
貞
教
（
宝
暦

八
（
一
七
五
七
）
年
〜
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
）
と
一
〇
代
目
市
右
衛
門
孚
兑
（
明
和

八
（
一
七
七
一
）
年
〜
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
）
が
学
問
に
熱
心
で
収
集
さ
れ
た
も
の

が
中
心
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
、
と
も
に
庄
内
藩
の
儒
学
者
和
田
判
兵
衛
（
享

保
一
三
（
一
七
二
八
）
年
〜
文
化
一
一
（
一
八
一
四
）
年
）
に
師
事
し
て
お
り
、
ま
た

一
〇
代
市
右
衛
門
孚
兑
は
藩
の
右
筆
で
歌
人
で
も
あ
っ
た
建
部
山
比
古
（
安
永
七

（
一
七
七
八
）
年
〜
天
保
一
〇
（
一
八
三
九
）
年
）
に
も
師
事
し
、
二
人
の
交
流
を
示
す

手
紙
も
残
っ
て
い
る
。
武
士
階
級
と
富
裕
な
農
民
や
商
人
が
相
互
に
交
流
し
て
い
た
こ
と

も
こ
の
時
代
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
蔵
書
に
は
、
国
学
関
連

の
書
物
も
多
く
、『
萬
葉
集
』
に
関
し
て
も
、
文
化
九
年
刊
『
萬
葉
集
』、『
万
葉
集
楢
之

落
葉
』、『
万
葉
集
中
旋
頭
歌
』
な
ど
と
と
も
に
、『
萬
葉
集
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
』『
萬
葉

集
山
部
赤
人
歌
』
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
湯
川
真
人
氏
は
、こ
の
蔵
書
群
を
「
佐

藤
家
の
歴
史
に
お
い
て
、
九
代
東
蔵
以
前
に
学
問
や
文
化
的
活
動
を
行
な
っ
た
形
跡
を
示

す
史
料
は
殆
ど
な
く
、
東
蔵
に
至
っ
て
漢
籍
・
儒
学
書
を
読
書
し
、
市
右
衛
門
、
善
三
郎

と
代
が
下
る
に
つ
れ
文
化
活
動
の
内
容
も
漢
詩
、
和
歌
、
絵
画
、
俳
諧
と
裾
野
を
拡
げ
、

蔵
書
も
収
集
範
囲
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
き
て
い
る
」
と
把
握
し
て
い（

7
）る。

こ
の
よ
う
な
蔵
書
の
中
に
『
萬
葉
集
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
』『
萬
葉
集
山
部
赤
人
歌
』

が
含
ま
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
二
冊
の
筆
者
が
一
〇
代
市
右
衛
門
で
あ
る
の
か
、
誰
が
書
き

記
し
た
も
の
な
の
か
、
奥
書
も
な
く
、
筆
跡
が
残
っ
て
い
な
い
現
状
か
ら
は
判
断
す
る
す

べ
が
な
い
。
こ
の
二
本
は
、
と
も
に
角
田
二
口
文
書
内
『
五
峯
館
蔵
書
』「
万
葉
集
六
」

の
箱
に
収
め
ら
れ
て
い（

8
）る。

函
架
番
号
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
の
書
誌
に
つ
い
て
簡

単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。『
萬
葉
集
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
』、『
萬
葉
集
山
部
赤
人
歌
』
は

と
も
に
江
戸
後
期
の
写
で
、
万
葉
集
か
ら
当
該
歌
人
の
和
歌
を
抽
出
し
た
歌
集
で
あ
る
。

『
萬
葉
集
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
』
は
、
袋
綴
、
大
き
さ
は
縦
二
三・
六
×
横
一
六・
七
㌢
、

表
紙
は
薄
縹
色
、
遊
紙
は
な
く
全
二
一
丁
、
奥
書
も
見
ら
れ
な
い
。
本
文
は
和
歌
一
行
書

き
で
、
一
面
九
行
で
あ
る
。
一
方
、『
萬
葉
集
山
部
赤
人
歌
』
は
、
袋
綴
、
大
き
さ
は
縦
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二
三・
八
×
横
一
六・
三
㌢
、
表
紙
は
香
色
、
や
は
り
遊
紙
は
な
く
全
一
〇
丁
で
、
同
じ
く

奥
書
は
な
い
。
本
文
は
原
則
和
歌
一
行
書
き
（
一
部
、二
行
書
き
の
部
分
も
見
ら
れ
る
）
で
、

一
面
九
行
で
あ
る
点
は
『
萬
葉
集
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
』
と
一
致
す
る
が
、
一
部
、
反
歌

を
上
句
下
句
の
二
行
書
き
に
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
両
本
の
筆
跡
は
一
致
し
、

同
一
人
物
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
本
文
の
性
格

本
集
の
本
文
は

『
萬
葉
集
略
解
』

の
訓
の
影
響
下
に

あ
（
9
）る。『

略
解
』

は
『
萬
葉
集
』
の

平
易
な
入
門
書
と

し
て
広
く
読
ま
れ

た
本
で
、
安
政
三

年
（
一
八
五
六
）

に
は
再
刻
本
が
刊

行
さ（

1
0
）れて

い
る
。

ま
た
、
以
降
も

な
が
く
流
通
し
、

後
印
本
が
大
正
初

年
ま
で
流
通
し
て

い
た
と
い
う
証
言

も
あ（

1
1
）る。

近
世
後
期
に
流

布
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
ほ
か
に
『
萬
葉
考
』
が
あ
る
。
千
蔭
の
師
・
賀
茂
真
淵
の

著
作
で
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
刊
行
さ
れ
、
や
は
り
明
治
時
代
に
後
印
本
が
出
て

い（
1
2
）る。『

萬
葉
考
』
は
独
創
的
な
改
訓
を
多
く
な
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、『
略
解
』
は

こ
の
改
訓
を
踏
ま
え
、さ
ら
に
独
自
の
訓
を
示
す
場
合
が
少
な
く
な
い
。
本
集
を
見
る
と
、

こ
の
『
略
解
』
独
自
訓
に
依
拠
す
る
本
文
が
五
十
五
箇
所
は
あ
る
（
傍
書
の
訓
、
注
記
中

の
訓
を
ふ
く
む
）。
と
く
に
『
略
解
』
か
ら
の
影
響
を
明
瞭
に
指
摘
し
う
る
の
は
以
下
の

三
例
で
あ
る
。
本
集
・
寛
永
版
本
本
文
・
同
本
附
訓
の
順
に
掲
出
し
た
。

①
人
麻
呂
96
／
巻
七
1275

　

  

す
み
の
え
の
を
田
を
か
ら
す
こ
や
つ
こ
か
も
な
き　

や
つ
こ
あ
れ
と
い
も
か
み
た
め

に
秋
の
た
か
か
ら
す

住
吉　

小
田
苅
為
子　

賤
鴨
無　

奴
雖
在　

妹
御
為　

私
田
苅 

ス
ミ
ノ
エ
ノ
ヲ
タ
カ
ラ
ス
ル
コ
イ
ヤ
シ
カ
モ
ナ
シ　

ヤ
ツ
コ
ア
レ
ト
イ
モ
カ
ミ
タ

メ
ニ
シ
ノ
ヒ
タ
ヲ
カ
ル

②
人
麻
呂
99
／
巻
七
1278

　

  

な
つ
か
け
の
ね
や
の
し
た
に
き
ぬ
た
つ
わ
き
も　

う
ら
ま
け
て
わ
か
た
め
た
ゝ
は

や
ゝ
お
ほ
に
た
て

夏
影　

房
之
下
庭　

衣
裁
吾
妹　

裏
儲　

吾
為
裁
者　

差
大
裁

ナ
ツ
カ
ケ
ノ
ネ
ヤ
ノ
シ
タ
ニ
テ
コ
ロ
モ
タ
ツ
ワ
キ
モ　

ウ
ラ
マ
ケ
テ
ワ
カ
タ
メ

タ
ヽ
ハ
ヤ
オ
ホ
キ
ニ
タ
テ

③
人
麻
呂
124
／
巻
七
1304

　

あ
ま
雲
の
た
な
ひ
く
山
の
こ
も
り
た
る　

わ
か
し
た
心
こ
の
は
し
る
ら
ん

天
雲　

棚
引
山　

隠
在　

吾
忘　

木
葉
知

ア
マ
ク
モ
ノ
タ
ナ
ヒ
ク
ヤ
マ
ニ
カ
ク
レ
タ
ル　

ワ
レ
ワ
ス
レ
メ
ヤ
コ
ノ
ハ
シ
ル
ラ

ム

①
の
結
句
は
寛
永
版
本
に
「
私シ

ノ
ヒ
タ
ヲ
カ
ル

田
刈
」
と
あ
り
、
近
世
の
諸
注
で
は
「
ワ
タ
ク
シ
タ
カ

ル
」（
荷
田
春
満
『
萬
葉
集
童
蒙
抄
』）、「
オ
ノ
レ
タ
カ
ラ
ス
」（『
萬
葉
考
』）
と
本
文
に

即
し
た
試
訓
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、『
略
解
』
は
「
私
」
を
「
秋
」
の
誤
写
と
し
、「
あ
き

の
た
か
ら
す
」と
す
る
。
本
集
の
本
文
は
こ
の
誤
写
説
に
よ
る
訓
と
同
一
で
あ
り
、『
略
解
』

に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
（「
た
か
か
ら
す
」
と
あ
る
の
は
衍
字
で
あ
ろ
う
）。

②
の
第
二
句
も
、
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記
（
精
撰
本
）』
が
「
房
之
下
庭
」
の
本
文
の
ま

ま
「
ネ
ヤ
ノ
モ
ト
ニ
テ
」
と
改
訓
し
た
が
、『
略
解
』
は
「
庭
」
を
「
迩
」
の
誤
写
と
判

断
す
る
。
訓
は
「
ね
や
の
し
た
に
」
で
、
や
は
り
本
集
と
同
様
で
あ
る
。

な
お
こ
の
『
略
解
』
の
誤
写
説
は
、
元
暦
校
本
・
古
葉
略
類
聚
鈔
・
廣
瀨
本
・
紀
州
本

と
い
っ
た
古
写
本
に
も
「
迩
」
と
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
通
説
と
し
て
追
認
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さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
（
現
行
訓
は
「
ツ
マ
ヤ
ノ
シ
タ
ニ
」）。

③
の
第
四
句
に
関
し
て
は
、
近
世
に
誤
写
説
と
試
訓
が
多
く
提
出
さ
れ
て
い
る
。
口
火

を
切
っ
た
の
は
『
代
匠
記
（
初
稿
本
）』
で
、「
忘
」
を
「
志
」
の
誤
写
と
考
え
「
ワ
カ
コ
ヽ

ロ
サ
シ
」
と
す
る
。
ま
た
『
童
蒙
抄
』
も
「
己

ア
カ
カ
ル
コ
ヽ
ロ

心
」
と
、
本
文
・
訓
を
と
も
に
あ
ら
た

め
て
い
る
。
問
題
の
『
略
解
』
も
宣
長
の
説
を
引
い
て
、「
忘
」
を
「
下
心
」
の
誤
り
と

み
と
め
、「
わ
か
し
た
こ
ゝ
ろ
」
に
改
訓
す
る
。
こ
の
案
は
現
在
で
こ
そ
通
説
と
な
っ
て

い
る
が
、
近
世
後
期
の
時
点
で
は
新
説
で
あ
り
、
本
集
が
「
わ
か
し
た
心
」
と
す
る
の
も

『
略
解
』
の
影
響
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

ほ
か
に
、「
常
宮
等
」（
巻
六
917
第
三
句
）
を
「
と
つ4

み
や
と
」（
赤
人
23
）、「
高
所
知
流
」

（
巻
六
938
第
四
句
）
を
「
た
か
し
ら
し
ぬ
る
」（
赤
人
33
）
と
す
る
例
な
ど
も
、
前
者
は
本

文
「
常
」
を
「
と
つ
」
と
漢
字
の
即
さ
ず
五
音
相
通
に
読
む
点
、
後
者
は
従
来
の
「
タ
カ

ク
シ
ラ
セ
ル
」（
寛
永
版
本
・
仙
覚
訓
）
や
『
萬
葉
考
』
の
「
タ
カ
シ
ラ
ス
ル
」
と
の
相

違
が
著
し
い
点
に
『
略
解
』
の
独
自
性
が
看
取
し
う
る
。
こ
の
よ
う
な
改
訓
を
本
集
が
反

映
す
る
こ
と
も
、『
略
解
』
の
影
響
を
保
証
す
る
材
料
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
根
拠
と
し
て
、
本
集
を
『
略
解
』
自
体
か
ら
訓
を
抜

き
出
し
、
仮
名
歌
集
に
仕
立
て
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
と
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
そ
う
は
い

え
な
い
。
本
集
に
は
『
略
解
』
の
訓
（
傍
書
の
訓
・
注
記
中
の
訓
を
ふ
く
む
）
と
相
違
す

る
本
文
が
五
十
一
箇
所
ほ
ど
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
、
意
図
的
に
『
略
解
』
の
訓
を
訂

正
し
た
と
い
う
よ
り
も
、『
萬
葉
集
』
の
本
文
を
見
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
誤
認
し
た
の

で
は
な
い
か
と
判
断
し
う
る
例
が
相
当
数
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
集
・『
略
解
』本
文
・

『
略
解
』
訓
の
順
に
、
そ
う
判
断
し
う
る
例
を
掲
出
す
る
。

④
人
麻
呂
16
／
巻
二
131

…
…
い
さ
な
と
り　

う
な
ひ
を
す
き
て　

に
き
た
つ
の　

あ
り
そ
の
う
へ
の
…
…

…
…
鯨
魚
取　

海
邊
乎
指
而　

和
多
豆
乃　

荒
磯
乃
上
爾
…
…

…
…
い
さ
な
と
り　

う
な
び
を
さ
し
て　

に
ぎ
た
づ
の　

あ
り
そ
の
う
へ
に
…
…

⑤
人
麻
呂
16
／
巻
二
131

…
…
よ
ろ
つ
た
ひ　

か
へ
り
み
す
れ
は　

い
や
と
ほ
に　

さ
と
は
さ
か
り
ぬ
…
…

…
…
萬
段　

顧
爲
騰　

彌
遠
爾　

里
者
放
奴
…
…

…
…
よ
ろ
づ
た
び　

か
へ
り
み
す
れ
ど　

い
や
と
ほ
に　

さ
と
は
さ
か
り
ぬ
…
…

⑥
人
麻
呂
19
／
巻
二
135

…
…
つ
ま
こ
も
る　

や
か
み
の
や
ま
の　

こ
の
間
よ
り　

わ
た
ら
ふ
月
の
…
…

…
…
嬬
隠
有　

屋
上
乃 

一
云
、
室
上
山 

山
乃　

自
雲
間　

渡
相
月
乃
…
…

…
…
つ
ま
ご
も
る　

や
が
み
の
や
ま
の　

く
も
ま
よ
り　

わ
た
ら
ふ
つ
き
の
…
…

⑦
人
麻
呂
30
／
巻
二
199

…
…
お
ほ
み
て
に　

ゆ
み
と
り
わ
た
し　

み
い
く
さ
を　

あ
と
も
ひ
た
ま
ひ
…
…

…
…
大
御
手
爾　

弓
取
持
之　

御
軍
士
乎　

安
騰
毛
比
賜
…
…

…
…
お
ほ
み
て
に　

ゆ
み
と
り
も
た
し　

み
い
く
さ
を　

あ
と
も
ひ
た
ま
ひ
…
…

⑧
人
麻
呂
33
／
巻
二
203

ふ
る
雪
は
あ
は
に
な
ふ
り
そ
よ
な
は
り
の　

ゐ
か
ひ
の
を
か
の
せ
き
な
ら
な
く
に

零
雪
者　

安
幡
爾
勿
落　

吉
隱
之　

猪
養
乃
岡
之　

塞
爲
巻
爾

ふ
る
ゆ
き
は
あ
は
に
な
ふ
り
そ
よ
な
ば
り
の　

ゐ
か
ひ
の
を
か
の
せ
き
な
ら
ま
く
に

⑨
赤
人
41
／
巻
六
946

…
…
お
き
へ
に
は　

ふ
か
み
る
お
ふ
る　

う
ら
ま
に
は　

な
の
り
そ
か
る
…
…

…
…
奧
部
庭　

深
海
松
採　

浦
回
庭　

名
告
藻
苅
…
…

…
…
お
き
へ
に
は　

ふ
か
み
る
と
り　

う
ら
ま
に
は　

な
の
り
そ
か
る
…
…

こ
の
六
例
は
、
い
ず
れ
も
本
集
の
本
文
と
『
略
解
』
の
訓
が
相
違
し
て
い
る
と
い
う
よ

り
も
、『
萬
葉
集
』
の
本
文
と
乖
離
し
、
か
つ
単
独
の
歌
詞
と
し
て
は
意
味
の
通
じ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
④
の
「
う
な
ひ
を
す
（
過
）
き
て
」
は
「
海
邊
乎
指4

而
」

と
い
う
本
文
と
は
照
応
し
な
い
が
、歌
句
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。「
指
」

を
「
す
き
て
」
と
理
解
す
る
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
本
集
の
書
写
者
は
本
文
を
見
て
い

な
か
っ
た
可
能
性
が
た
か
い
。

以
下
も
同
様
の
例
で
、⑤
「
か
へ
り
み
す
れ
は4

」
と
「
騰
」、⑥
「
こ
の

4

4

間
よ
り
」
と
「
雲
」、

⑦
「
ゆ
み
と
り
わ
た

4

4

し
」
と
「
持
」、
⑧
「
せ
き
な
ら
な4

く
に
」
と
「
巻
」、
⑨
「
ふ
か
み

る
お
ふ

4

4

る
」
と
「
採
」
は
、
い
ず
れ
も
『
萬
葉
集
』
の
漢
字
と
本
集
の
本
文
が
対
応
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
個
々
の
歌
句
と
し
て
は
意
味
が
取
れ
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ

う
な
本
文
が
成
立
し
た
要
因
は
、
漢
字
本
文
を
見
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
と
関
わ
っ
て
は
、
成
句
「
わ
こ
お
ほ
き
み
」
も
注
目
に
値
す
る
。『
萬
葉
集
』

に
は
「
和
期4

大
王
」（
巻
一
52
）
の
よ
う
に
、
仮
名
表
記
で
「
わ
が
」
で
は
な
く
「
わ
ご
」

と
訓
む
こ
と
を
指
示
す
る
例
が
十
一
あ
る
。
そ
の
う
ち
四
例
は
赤
人
歌
で
あ
る
た
め
本
集
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に
も
採
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
様
相
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

赤
人
23
（
巻
六
917
）　

や
す
み
し
し　

わ
か4

お
ほ
き
み
の
…
…

赤
人
26
（
巻
六
923
）　

や
す
み
し
　ゝ

わ
こ4

お
ほ
き
み
の
…
…

赤
人
29
（
巻
六
926
）　

や
す
み
し
し　

わ
か4

お
ほ
き
み
は
…
…

赤
人
31
（
巻
六
933
）　

…
…
わ
こ4

お
ほ
き
み　

く
に
し
ら
す
ら
し
…
…

『
略
解
』
は
当
然
、
本
文
「
和
期
」
に
即
し
て
い
ず
れ
も
「
わ
こ
」
と
す
る
が
、
本
集

で
は
「
わ
か
」
と
「
わ
こ
」
が
混
淆
し
て
い
る
。
こ
の
混
淆
に
意
図
を
見
出
す
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
赤
人
23
と
29
は
単
純
な
誤
写
と
見
做
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
漢
字
本

文
「
和
期
」
を
見
て
い
た
場
合
に
は
起
こ
り
に
く
い
誤
写
と
お
ぼ
し
く
、本
集
が
直
接
『
略

解
』
に
は
当
た
ら
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
、
訓
み
の
相
違
に
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
例
で
あ
る
が
、
以
下
の
五
首
も
注
目
す

べ
き
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

…
…
お
ほ
ふ
ね
の　

わ
た
り
の
や
ま
の　

紅
葉
の　

ち
り
の
ま
か
ひ
に
…
…

（
人
麻
呂
19
／
巻
二
135
）

あ
き
や
ま
の
紅
葉
を
し
け
み
ま
と
は
せ
る　

妹
を
も
と
め
ん
や
ま
ち
し
ら
す
も

（
人
麻
呂
38
／
巻
二
208
）

紅
葉
ゝ
の
ち
り
ぬ
る
な
へ
に
玉
つ
さ
の　

つ
か
ひ
を
見
れ
は
あ
へ
る
ひ
お
も
ほ

（
人
麻
呂
39
／
巻
二
209
）

わ
か
衣
色
に
そ
め
な
ん
う
ま
さ
け
を　

み
む
ろ
の
山
は
紅
葉
し
に
け
り

（
人
麻
呂
82
／
巻
七
1094
）

雲
か
く
り
か
り
な
く
と
き
は
秋
山
の　

紅
葉
か
た
ま
つ
と
き
は
す
く
れ
と

（
人
麻
呂
149
／
巻
九
1703
）

い
ず
れ
も
「
も
み
ち
」
を
「
紅
葉
」
と
書
く
が
、
周
知
の
と
お
り
こ
の
表
記
は
『
白
氏

文
集
』
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
平
安
朝
以
降
一
般
化
し
た
も
の
で
、『
萬
葉
集
』
で
は
六

朝
初
唐
詩
の
書
き
様
に
も
と
づ
く「
黄
葉
」の
表
記
が
圧
倒
的
で
あ（

1
3
）る。

前
掲
五
首
も『
萬

葉
集
』
で
は
す
べ
て
「
黄
葉
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
本
文
を
見
て
い
た
と
す
れ
ば
、「
紅

葉
」
と
書
く
と
は
考
え
に
く
い
。
当
時
の
通
行
表
記
を
、
と
く
に
意
識
も
せ
ず
に
も
ち
い

た
の
で
あ
ろ（

1
4
）う。

以
上
の
よ
う
に
、
本
集
は
『
略
解
』
の
改
訓
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、『
略
解
』
の
訓
と
相

違
す
る
、
と
い
う
よ
り
も
、『
萬
葉
集
』
の
漢
字
表
記
そ
の
も
の
と
乖
離
し
た
例
が
複
数

確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
に
よ
れ
ば
、本
集
の
書
写
者
は
『
略
解
』
に
直
接
当
た
っ

て
い
な
い
可
能
性
が
た
か
い
。

赤
人
集
3
の
長
歌
の
後
ろ
、「
反
歌
」
と
い
う
題
詞
の
右
下
に
「
右
壹
首
髙
橋
連
蟲
麻

呂
哥
誤
コ
ヽ
ニ
出
ス
」
と
の
注
記
が
あ
り
『
略
解
』
の
記
述
と
合
わ
な
い
こ
と
、
人
麻
呂

歌
集
歌
の
採
取
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
当
初
作
ら
れ
た
の
は
『
略
解
』

の
訓
を
抜
き
出
し
た
『
萬
葉
集
』
抄
出
本
で
、
そ
こ
か
ら
人
麻
呂
、
赤
人
に
関
す
る
歌
の

み
を
抜
き
出
そ
う
と
し
た
の
が
現
存
の
二
集
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
採
取
元
の
抄
出

本
が
仮
名
本
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
本
文
上
の
特
徴
と
も
よ
く

照
応
す
る
。
少
な
く
と
も
、
本
集
は
『
略
解
』
を
直
接
参
照
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
、
翻
刻　
『
人
麻
呂
歌
・
赤
人
歌　

鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
本
』

【
凡　

例
】

一
、
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
『
萬
葉
集
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
』
及
び
『
萬
葉
集
山
部
赤

人
歌
』
を
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
中
、
万
葉
集
の
巻
数
を
記
し

て
い
る
が
、
和
歌
と
同
じ
高
さ
で
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
和
歌
と
同
じ
高
さ
と
し
、

ま
た
題
は
一
字
下
げ
た
形
で
あ
る
の
で
、
原
本
に
倣
っ
て
、
一
字
下
げ
と
し
て
翻
刻

し
、
冒
頭
か
ら
順
に
歌
番
号
を
付
し
た
。

二
、
漢
字
仮
名
を
原
稿
の
文
字
に
そ
の
ま
ま
移
し
替
え
、
原
則
と
し
て
旧
漢
字
、
異
体
字

は
使
用
し
て
い
な
い
。
な
お
、原
本
で
は
長
歌
の
冒
頭
に
朱
の
合
点
記
号
を
付
す
が
、

割
愛
し
た
。

三
、
仮
名
遣
い
に
関
し
て
は
、
原
本
の
使
用
し
た
文
字
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
濁
点
も
書

入
も
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
ま
た
、
長
歌
は
句
ご
と
に
空
白
を
入
れ
て
示
し
た
。

題
簽　
「
萬
葉
集
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
」　
（
表
紙
・
中
央
）

萬
葉
集
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌　

1　

た
ま
た
す
き　

う
ね
ひ
の
や
ま
の　

か
し
は
ら
の　

ひ
し
り
の
み
よ
ゆ　

あ
れ
ま

し
　ゝ

か
み
の
こ
と
〳
　〵

つ
か
の
き
の　

い
や
つ
き
〳
〵
に　

あ
め
の
し
た　

し
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ろ
し
め
し
ゝ
を　

そ
ら
に
み
つ　

や
ま
と
を
お
き
て　

あ
を
に
よ
し　

な
ら
や
ま
を

こ
え　

い
か
さ
ま
に　

お
も
ほ
し
め
せ
か　

あ
ま
さ
か
る　

ひ
な
に
は
あ
れ
と　

い

は
ゝ
し
の　

あ
ふ
み
の
く
に
の　

さ
ゝ
な
み
の　

あ
ふ
つ
の
み
や
に　

あ
め
の
し
た

　

し
ろ
し
め
し
け
ん　

す
め
ろ
き
の　

か
み
の
み
こ
と
の　

お
ほ
み
や
は　

こ
ゝ
と

き
け
と
も　

お
ほ
と
の
は　

こ
ゝ
と
い
へ
と
も　

は
る
く
さ
の　

し
け
く
お
ひ
た
る

　

か
す
み
た
つ　

は
る
日
の
き
れ
る　

も
ゝ
し
き
の　

お
ほ
み
や
と
こ
ろ　

み
れ
ば

か
な
し
も　

2　

さ
ゝ
な
み
の
し
か
の
か
ら
さ
き
さ
き
く
あ
れ
と　

大
宮
人
の
ふ
ね
ま
ち
か
ね
つ

3　

さ
ゝ
な
み
の
し
か
の
お
ほ
わ
た
よ
と
む
と
も　

む
か
し
の
人
に
ま
た
も
あ
は
め
や

も　

4　

や
す
み
し
　ゝ

わ
か
お
ほ
き
み
の　

き
こ
し
を
す　

あ
め
の
し
た
に
は　

く
に
は
し

も　

さ
は
に
あ
れ
と
も　

や
ま
か
は
の　

き
よ
き
か
ふ
ち
と　

み
こ
ゝ
ろ
を　

よ
し

の
ゝ
く
に
の　

は
な
ち
ら
ふ　

あ
き
つ
の
ゝ
へ
に　

み
や
は
し
ら　

ふ
と
し
き
ま
せ

は　

も
ゝ
し
き
の　

お
ほ
み
や
ひ
と
は　

ふ
ね
な
め
て　

あ
さ
か
は
わ
た
り　

ふ
な

き
ほ
ひ　

夕
か
は
わ
た
る　

こ
の
か
は
の　

た
ゆ
る
こ
と
な
く　

こ
の
や
ま
の　

い

や
た
か
か
ら
し　

い
は
ゝ
し
る　

た
き
の
み
や
こ
は　

み
れ
と
あ
か
ぬ
か
も

5　

見
れ
と
あ
か
ぬ
よ
し
の
ゝ
か
は
の
と
こ
な
め
の　

た
ゆ
る
こ
と
な
く
ま
た
か
へ
り

み
ん

6　

や
す
み
し
　ゝ

わ
か
お
ほ
き
み　

か
ん
な
か
ら　

か
ん
さ
ひ
せ
す
と　

よ
し
の
か
は

　

た
き
つ
か
ふ
ち
に　

た
か
と
の
を　

た
か
し
り
ま
し
て　

の
ほ
り
た
ち　

く
に
み

を
す
れ
は　

た
ゝ
な
は
る　

あ
を
か
き
や
ま
の　

や
ま
す
み
の　

ま
つ
る
み
つ
き
と

　

は
る
へ
は　

は
な
か
さ
し
も
ち　

秋
た
て
は　

も
み
ち
か
さ
せ
り　

夕
か
は
の

か
み
も
お
ほ
み
け
に　

つ
か
へ
ま
つ
る
と　

か
み
つ
せ
に　

う
か
は
を
た
て　

し
も

つ
せ
に　

さ
て
さ
し
わ
た
し　

や
ま
か
は
も　

よ
り
て
つ
か
ふ
る　

か
み
の
み
よ
か

も

7　

や
ま
か
は
も
よ
り
て
つ
か
ふ
る
か
ん
な
か
ら　

た
き
つ
か
ふ
ち
に
ふ
な
せ
す
か
も

8　

あ
こ
の
う
ら
に
ふ
な
の
り
す
ら
ん
を
と
め
ら
か　

た
ま
も
の
す
そ
に
し
ほ
み
つ
ら

ん
か

9　

く
し
ろ
つ
く
た
ふ
し
の
さ
き
に
い
ま
も
か
も　

大
宮
人
の
た
ま
も
か
る
ら
ん

10　

し
ほ
さ
ゐ
に
い
ら
こ
の
は
ま
へ
こ
く
ふ
ね
に　

い
も
の
る
ら
ん
か
あ
ら
き
し
ま
わ

を　

11　

や
す
み
し
　ゝ

わ
か
お
ほ
き
み　

た
か
ひ
か
る　

日
の
み
こ　

か
ん
な
か
ら　

か
ん

さ
ひ
せ
す
と　

ふ
と
し
か
す　

み
や
こ
を
お
き
て　

こ
も
り
く
の　

は
つ
せ
の
や
ま

は　

ま
き
た
つ　

あ
ら
や
ま
み
ち
を　

い
は
か
ね
の　

し
も
と
お
し
な
へ　

さ
か
と

り
の　

朝
こ
え
ま
し
て　

か
き
ろ
ひ
の　

夕
さ
り
く
れ
は　

み
ゆ
き
ふ
る　

あ
き
の

お
ほ
ぬ
に　

は
た
す
ゝ
き　

し
の
を
お
し
な
へ　

く
さ
ま
く
ら　

た
ひ
や
と
り
せ
す

　

い
に
し
へ
お
も
ひ
て

12　

秋
の
ぬ
に
や
と
る
た
ひ
ゝ
と
打
な
ひ
き　

い
も
ぬ
ら
め
や
も
い
に
し
へ
お
も
ふ
に

13　

ま
く
さ
か
る
あ
ら
ぬ
に
は
あ
れ
と
も
み
ち
は
の　

す
き
に
し
君
か
か
た
み
と
そ
こ

し　

14　

ひ
む
か
し
の
ぬ
に
か
き
ろ
ひ
の
た
つ
み
え
て　

か
へ
り
み
す
れ
は
月
か
た
ふ
き
ぬ

15　

ひ
な
め
し
の
み
こ
の
み
こ
と
の
う
ま
な
へ
て　

み
か
り
た
ゝ
し
し
と
き
は
き
む
か

ふ　二
巻

16　

い
は
み
の
み　

つ
ぬ
の
う
ら
ま
を　

う
ら
な
し
と　

ひ
と
こ
そ
見
ら
め　

か
た
な

し
と　

人
こ
そ
み
ら
め　

よ
し
ゑ
や
し　

う
ら
は
な
け
と
も　

よ
し
ゑ
や
し　

か
た

は
な
け
と
も　

い
さ
な
と
り　

う
な
ひ
を
す
き
て　

に
き
た
つ
の　

あ
り
そ
の
う
へ

の　

か
あ
を
な
る　

玉
も
お
き
つ
も　

朝
は
ふ
る　

か
せ
こ
そ
よ
せ
め　

夕
は
ふ
る

　

な
み
こ
そ
き
よ
れ　

な
み
の
む
た　

か
よ
り
か
く
よ
り　

玉
も
な
す　

よ
り
ね
し

い
も
を　

つ
ゆ
し
も
の　

お
き
て
し
く
れ
は　

こ
の
み
ち
の　

や
そ
く
ま
こ
と
に

よ
ろ
つ
た
ひ　

か
へ
り
み
す
れ
は　

い
や
と
ほ
に　

さ
と
は
さ
か
り
ぬ　

ま
し
た
か

に　

や
ま
も
こ
え
き
ぬ　

夏
草
の　

お
も
ひ
し
な
え
て　

し
ぬ
ふ
ら
ん　

い
も
か
と

み
ん　

な
ひ
け
こ
の
や
ま

17　

い
は
み
の
や
た
か
つ
の
山
の
こ
の
ま
よ
り　

わ
か
ふ
る
袖
を
い
も
み
つ
ら
ん
か

18　

さ
ゝ
の
は
ゝ
み
や
ま
も
さ
や
に
さ
わ
け
と
も　

わ
れ
は
い
も
思
ふ
わ
か
れ
き
ぬ
れ

は　

19　

つ
ぬ
さ
は
ふ　

い
は
み
の
う
み
の　

こ
と
さ
へ
く　

か
ら
の
さ
き
な
る　

い
く
り
に

そ　

ふ
か
み
る
お
ふ
る　

あ
り
そ
に
そ　

玉
も
は
お
ふ
る　

た
ま
も
な
す　

な
ひ
き

ね
し
こ
を　

ふ
か
み
る
の　

ふ
か
め
て
お
も
へ
と　

さ
ぬ
る
よ
は　

い
く
ら
も
あ
ら

す　

は
ふ
つ
た
の　

わ
か
れ
し
く
れ
は　

き
も
む
か
ふ　

心
を
い
た
み　

お
も
ひ
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つ
　ゝ

か
へ
り
み
す
れ
と　

お
ほ
ふ
ね
の　

わ
た
り
の
や
ま
の　

紅
葉
の　

ち
り
の

ま
か
ひ
に　

い
も
か
袖　

さ
や
に
も
み
え
す　

つ
ま
こ
も
る　

や
か
み
の
や
ま
の

こ
の
間
よ
り　

わ
た
ら
ふ
月
の　

を
し
け
と
も　

か
く
ろ
ひ
ぬ
れ
は　

あ
ま
つ
た
ふ

　

入
日
さ
し
ぬ
れ　

ま
す
ら
を
と　

お
も
へ
る
わ
れ
も　

し
き
た
へ
の　

衣
の
袖
は

　

と
ほ
り
て
ぬ
れ
ぬ

20　

あ
を
こ
ま
の
あ
か
き
を
は
や
み
雲
ゐ
に
そ　

い
も
か
あ
た
り
を
す
き
て
き
に
け
る

21　

秋
や
ま
に
お
つ
る
も
み
ち
は
し
ま
ら
く
は　

な
ち
り
み
た
れ
そ
い
も
か
あ
た
り
み　

ん

22　

あ
め
つ
ち
の　

は
し
め
の
と
き
し　

久
か
た
の　

あ
ま
の
か
は
ら
に　

や
ほ
よ
ろ
つ

　

千
よ
ろ
つ
か
み
の　

か
ん
つ
と
ひ　

つ
と
ひ
い
ま
し
て　

か
ん
は
か
り　

は
か
り

し
時
に　

あ
ま
て
ら
す　

ひ
る
め
の
み
こ
と　

あ
め
を
は　

し
ろ
し
め
す
と　

あ
し

は
ら
の　

み
つ
ほ
の
国
を　

あ
め
つ
ち
の　

よ
り
あ
ひ
の
き
は
み　

し
ろ
し
め
す　

か
み
の
み
こ
と
　ゝ

天
雲
の　

や
へ
か
き
わ
け
て　

か
ん
く
た
り　

い
ま
せ
ま
つ
り

し　

た
か
ひ
か
る　

日
の
み
こ
は　

あ
す
か
の　

き
よ
み
の
み
や
に　

か
む
な
か
ら

　

ふ
と
し
き
ま
し
て　

す
め
ろ
き
の　

し
き
ま
す
国
と　

あ
ま
の
は
ら　

い
は
と
を

ひ
ら
き　

か
む
あ
か
り　

あ
か
り
い
ま
し
ぬ　

わ
か
お
ほ
き
み　

み
こ
の
み
こ
と
の

　

あ
め
の
し
た　

し
ろ
し
め
し
せ
は　

は
る
は
な
の　

た
ふ
と
か
ら
ん
と　

望
月
の

　

た
ゝ
は
し
け
ん
と　

あ
め
の
し
た　

よ
も
の
人
の　

お
ほ
ふ
ね
の　

お
も
ひ
た
の

み
て　

あ
ま
つ
み
つ　

あ
ふ
き
て
ま
つ
に　

い
か
さ
ま
に　

お
も
ほ
し
め
せ
か　

つ

れ
も
な
き　

ま
ゆ
み
の
を
か
に　

宮
は
し
ら　

ふ
と
し
き
い
ま
し　

み
あ
ら
か
を　

た
か
し
り
ま
し
て　

朝
こ
と
に　

み
こ
と
と
は
さ
す　

つ
き
ひ
の　

ま
ね
く
な
り
ぬ

る　

そ
こ
ゆ
ゑ
に　

み
こ
の
み
や
人　

ゆ
く
へ
し
ら
す
も

23　

久
か
た
の
あ
め
み
る
こ
と
く
あ
ふ
き
み
し　

み
こ
の
み
か
と
の
あ
れ
ま
く
を
し
も

24　

あ
か
ね
さ
す
日
は
て
ら
せ
れ
と
ぬ
は
玉
の　

よ
わ
た
る
月
の
か
く
ら
く
を
し
も

25　

と
ふ
と
り
の　

あ
す
か
の
か
は
の　

か
み
つ
せ
に　

お
ふ
る
玉
も
は　

し
も
つ
せ
に

　

な
か
れ
ふ
ら
は
へ　

玉
も
な
す　

か
よ
り
か
く
よ
り　

な
ひ
か
ひ
し　

つ
ま
の
み

こ
と
の　

た
ゝ
な
つ
く　

や
は
は
た
す
ら
を　

つ
る
き
た
ち　

み
に
そ
へ
ね
ね
は　

ぬ
は
玉
の　

よ
と
こ
も
あ
る
ら
ん　

そ
こ
ゆ
ゑ
に　

な
く
さ
め
て
け
る　

し
き
も
あ

ふ　

や
と
ゝ
お
も
ひ
て　

玉
た
れ
の　

を
ち
の
お
ふ
ぬ
の　

朝
つ
ゆ
に　

た
ま
も
は

ひ
つ
ち　

ゆ
ふ
き
り
に　

衣
は
ぬ
れ
て　

草
ま
く
ら　

た
ひ
ね
か
も
す
る　

あ
は
ぬ

君
ゆ
ゑ

26　

し
き
た
へ
の
袖
か
へ
し
き
み
た
ま
た
れ
の　

を
ち
ぬ
に
す
き
ぬ
又
も
あ
は
め
や
も

27　

と
ふ
と
り
の　

あ
す
か
の
か
は
の　

か
み
つ
せ
に　

い
は
ゝ
し
わ
た
し　

し
も
つ
せ

に　

う
ち
は
し
わ
た
し　

い
は
ゝ
し
に　

お
ひ
な
ひ
け
る　

玉
も
ゝ
そ　

た
ゆ
れ
は

お
ふ
る　

う
ち
は
し
に　

お
ひ
を
ゝ
れ
る　

か
は
も
ゝ
そ　

か
る
れ
は
は
ゆ
る　

な

に
し
か
も　

わ
か
お
ほ
き
み
の　

た
ゝ
せ
は　

た
ま
も
の
こ
と
く　

こ
ろ
ふ
せ
は

か
は
も
の
こ
と
く　

な
ひ
か
ひ
し　

よ
ろ
し
き
君
か　

あ
さ
み
や
を　

わ
す
れ
た
ま

ふ
や　

ゆ
ふ
み
や
を　

そ
む
き
た
ま
ふ
や　

う
つ
そ
み
と　

お
も
ひ
し
と
き
に　

は

る
へ
は　

は
な
を
り
か
さ
し　

秋
た
て
は　

も
み
ち
は
か
さ
し　

し
き
た
へ
の　

そ

て
た
つ
さ
は
り　

か
ゝ
み
な
す　

み
れ
と
も
あ
か
す　

望
月
の　

い
や
め
つ
ら
し
み

　

お
も
ほ
し
し　

君
と
を
り
〳
　〵

い
て
ま
し
て　

あ
そ
ひ
た
ま
ひ
し　

み
け
む
か

ふ　

き
の
へ
の
み
や
を　

と
こ
み
や
と　

さ
た
め
た
ま
ひ
て　

あ
ち
さ
は
ふ　

め
こ

と
も
た
え
ぬ　

し
か
れ
か
も　

あ
や
に
か
な
し
み　

ぬ
え
と
り
の　

か
た
こ
ひ
つ
ま

　

あ
さ
と
り
の　

か
よ
は
す
君
か　

な
つ
く
さ
の　

お
も
ひ
し
な
へ
て　

夕
つ
ゝ
の

　

か
ゆ
き
か
く
ゆ
き　

お
ほ
ふ
ね
の　

た
ゆ
た
ふ
み
れ
は　

な
く
さ
も
る　

心
も
あ

ら
す　

そ
こ
ゆ
ゑ
に　

す
へ
し
ら
ま
し
や　

お
と
の
み
も　

な
の
み
も
た
え
す　

あ

め
つ
ち
の　

い
や
と
ほ
な
か
く　

し
ぬ
ひ
ゆ
か
ん　

み
な
に
か
ゝ
せ
る　

あ
す
か
ゝ

は　

よ
ろ
つ
よ
ま
て
に　

は
し
き
や
し　

わ
か
お
ほ
き
み
の　

か
た
み
か
こ
ゝ
を

28　

あ
す
か
ゝ
は
し
か
ら
み
わ
た
し
せ
か
ま
せ
は　

な
か
る
ゝ
み
つ
も
の
と
に
か
あ
ら

ま
し

29　

あ
す
か
ら
は
あ
す
た
に
み
ん
と
お
も
へ
や
も　

わ
か
お
ほ
き
み
の
み
な
わ
す
れ
せ

ぬ　

30　

か
け
ま
く
も　

ゆ
ゝ
し
き
か
も　

い
は
ま
く
も　

あ
や
に
か
し
こ
き　

あ
す
か
の

ま
か
み
の
は
ら
に　

久
か
た
の　

あ
ま
つ
み
か
と
を　

か
し
こ
く
も　

さ
た
め
た
ま

ひ
て　

か
む
さ
ふ
と　

い
は
か
く
れ
ま
す　

や
す
み
し
　ゝ

わ
か
お
ほ
き
み
の　

き

こ
し
め
す　

そ
と
も
の
く
に
の　

ま
き
た
つ　

ふ
は
や
ま
こ
え
て　

こ
ま
つ
る
き

わ
さ
み
か
は
ら
の　

か
り
み
や
に　

あ
も
り
い
ま
し
て　

あ
め
の
し
た　

を
さ
め
た

ま
ひ　

を
す
く
に
を　

さ
た
め
た
ま
ふ
と　

と
り
か
な
く　

あ
つ
ま
の
く
に
の　

み

い
く
さ
を　

め
し
た
ま
ひ
て　

ち
は
や
ふ
る　

ひ
と
を
を
や
は
せ
と　

ま
つ
ろ
は
ぬ

　

く
に
を
さ
め
に
と　

み
こ
な
か
ら　

ま
け
た
ま
へ
は　

お
ほ
み
ゝ
に　

た
ち
と
り
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お
ほ
し　

お
ほ
み
て
に　

ゆ
み
と
り
わ
た
し　

み
い
く
さ
を　

あ
と
も
ひ
た
ま
ひ

と
ゝ
の
ふ
る　

つ
ゝ
み
の
音
は　

い
か
つ
ち
の　

声
と
き
く
ま
て　

吹
な
せ
る　

く

た
の
お
と
も　

あ
た
み
た
る　

と
ら
か
ほ
ゆ
る
と　

も
ろ
ひ
と
の　

お
ひ
ゆ
る
ま
て

に　

さ
ゝ
け
た
る　

は
た
の
な
ひ
き
は　

冬
こ
も
り　

は
る
さ
り
く
れ
は　

野
こ
と

に　

つ
き
て
あ
る
火
の　

風
の
む
た　

な
ひ
け
る
こ
と
く　

取
も
て
る　

ゆ
は
す
の

さ
わ
き　

み
雪
ふ
る　

冬
の
林
に　

嵐
か
も　

い
ま
き
わ
た
る
と　

お
も
ふ
ま
て

き
ゝ
の
か
し
こ
く　

引
は
な
つ　

矢
の
し
け
ゝ
く　

お
ほ
雪
の　

み
た
れ
て
き
た
れ

　

ま
つ
ろ
は
す　

た
ち
む
か
ひ
し
も　

つ
ゆ
し
も
の　

け
な
は
け
ぬ
へ
く　

ゆ
く
と

り
の　

あ
ら
そ
ふ
は
し
に　

わ
た
ら
ひ
の　

い
つ
き
の
み
や
ゆ　

か
ん
か
せ
に　

い

ふ
き
ま
と
は
し　

天
雲
を　

ひ
の
め
も
見
せ
す　

と
こ
や
み
に　

お
ほ
ひ
た
ま
ひ
て

　

定
め
て
し　

み
つ
ほ
の
く
に
を　

か
ん
な
か
ら　

ふ
と
し
き
ま
し
て　

や
す
み

し
　ゝ

わ
か
お
ほ
き
み
の　

あ
め
の
し
た　

ま
を
し
た
ま
へ
は　

万
代
に　

し
か
し

も
あ
ら
ん
と　

ゆ
ふ
は
な
の　

さ
か
ゆ
る
と
き
に　

わ
か
お
ほ
き
み　

み
こ
の
み
か

と
を　

か
ん
み
や
に　

よ
そ
ひ
ま
つ
り
て　

つ
か
は
し
　ゝ

み
か
と
の
人
も　

し
ろ

た
へ
の　

あ
さ
こ
ろ
も
き
て　

は
に
や
す
の　

み
か
と
の
は
ら
に　

あ
か
ね
さ
す

日
の
く
る
ゝ
ま
て　

し
ゝ
し
も
の　

い
は
ひ
ふ
し
つ
　ゝ

ぬ
は
た
ま
の　

夕
に
な
れ

は　

お
ほ
と
の
を　

ふ
り
さ
け
み
つ
　ゝ

う
つ
ら
な
す　

い
は
ひ
も
と
ほ
り　

さ
も

ら
へ
と　

さ
も
ら
へ
か
ね
て　

は
る
と
り
の　

さ
ま
よ
ひ
ぬ
れ
は　

な
け
き
も　

い

ま
た
す
き
ぬ
に　

お
も
ひ
も　

い
ま
た
つ
き
ね
は　

こ
と
さ
へ
く　

く
た
ら
の
原
ゆ

　

か
ん
は
ふ
り　

は
ふ
り
い
ま
し
て　

朝
も
よ
し　

き
の
へ
の
み
や
を　

と
こ
み
や

と　

さ
た
め
ま
つ
り
て　

か
む
な
か
ら　

し
つ
ま
り
ま
し
ぬ　

し
か
れ
と
も　

わ
か

お
ほ
き
み
の　

万
代
と　

お
も
ほ
し
め
し
て　

つ
く
ら
し
し　

か
く
や
ま
の
み
や

よ
ろ
つ
よ
に　

す
き
む
と
も
へ
や　

あ
め
の
こ
と　

ふ
り
さ
け
見
つ
　ゝ

た
ま
た
す

き　

か
け
て
し
ぬ
は
ん　

か
し
こ
か
れ
と
も

31　

久
か
た
の
あ
め
し
ら
し
ぬ
る
君
ゆ
ゑ
に　

月
日
も
し
ら
に
こ
ひ
わ
た
る
か
も

32　

は
に
や
す
の
池
の
つ
ゝ
み
の
こ
も
り
ぬ
の　

ゆ
く
へ
を
し
ら
に
と
ね
り
は
ま
と
ふ

33　

ふ
る
雪
は
あ
は
に
な
ふ
り
そ
よ
な
は
り
の
ゐ
か
ひ
の
を
か
の
せ
き
な
ら
な
く
に

34　

や
す
み
し
　ゝ

わ
か
お
ほ
き
み　

た
か
ひ
か
る　

ひ
の
み
こ　

久
か
た
の　

あ
ま
つ

み
や
に　

神
な
か
ら　

か
み
と
い
ま
せ
は　

そ
こ
を
し
も　

あ
や
に
か
し
こ
み　

ひ

る
は
も　

日
の
く
る
ゝ
ま
て　

夜
は
も　

よ
の
明
る
き
は
み　

ふ
し
ゐ
な
け
ゝ
と

あ
き
た
ら
ぬ
か
も

35　

お
ほ
き
み
は
か
み
に
し
ま
せ
は
天
雲
の
い
ほ
へ
か
し
た
に
か
く
り
た
ま
ひ
ぬ

36　

さ
ゝ
な
み
の
し
か
さ
ゝ
れ
な
み
し
く
〳
〵
に
つ
ね
に
と
君
か
お
も
ほ
せ
り
け
る

37　

あ
ま
と
ふ
や　

か
る
の
道
は　

わ
き
も
こ
か　

里
に
し
あ
れ
は　

ね
も
こ
ろ
に　

見

ま
く
ほ
し
け
と　

や
ま
す
ゆ
か
は　

人
め
を
お
ほ
み　

ま
ね
く
ゆ
か
は　

人
し
り
ぬ

へ
み　

さ
ね
か
つ
ら　

後
も
あ
は
ん
と　

大
ふ
ね
の　

お
も
ひ
た
の
み
て　

か
き
ろ

ひ
の　

い
は
か
き
ふ
ち
の　

こ
も
り
の
み　

こ
ひ
つ
ゝ
あ
る
に　

わ
た
る
ひ
の　

く

れ
ぬ
る
か
こ
と　

照
月
の　

雲
か
く
る
こ
と　

お
き
つ
も
の　

な
ひ
き
し
い
も
は

も
み
ち
は
の　

す
き
て
い
に
し
と　

た
ま
つ
さ
の　

つ
か
ひ
の
い
へ
は　

あ
つ
さ
ゆ

み　

お
と
に
き
ゝ
て　

い
は
ん
す
へ　

せ
ん
す
へ
し
ら
に　

お
と
の
み
を　

き
ゝ
て

あ
り
え
ね
は　

わ
か
こ
ふ
る　

ち
へ
の
ひ
と
へ
も　

な
く
さ
も
る　

心
も
あ
れ
や
と

　

わ
き
も
こ
か　

や
ま
す
出
み
し　

か
る
の
い
ち
に　

わ
か
立
き
け
は　

た
ま
た
す

き　

う
ね
ひ
の
山
に　

な
く
と
り
の　

お
と
も
き
こ
え
す　

た
ま
ほ
こ
の　

み
ち
ゆ

く
ひ
と
も　

ひ
と
り
た
に　

に
て
し
ゆ
か
ね
は　

す
へ
を
な
み　

い
も
か
な
よ
ひ
て

　

袖
そ
ふ
り
つ
る

38　

あ
き
や
ま
の
紅
葉
を
し
け
み
ま
と
は
せ
る　

妹
を
も
と
め
ん
や
ま
ち
し
ら
す
も

39　

紅
葉
ゝ
の
ち
り
ぬ
る
な
へ
に
玉
つ
さ
の　

つ
か
ひ
を
見
れ
は
あ
へ
る
ひ
お
も
ほ
ゆ

40　

う
つ
せ
み
と　

思
ひ
し
と
き
に　

た
つ
さ
へ
て　

わ
か
ふ
た
り
見
し　

は
し
り
て
の

　

つ
ゝ
み
に
た
て
る　

つ
き
の
木
の　

こ
ち
〳
〵
の
え
の　

は
る
の
は
の　

し
け
き

か
こ
と
く　

お
も
へ
り
し　

い
も
に
は
あ
れ
と　

た
の
め
り
し　

こ
ら
に
は
あ
れ
と

　

世
の
中
を　

そ
む
き
し
え
ね
は　

か
き
ろ
ひ
の　

も
ゆ
る
あ
ら
ぬ
に　

白
妙
の

あ
ま
ひ
れ
か
く
り　

と
り
し
も
の　

あ
さ
た
ち
い
ま
し
て　

入
日
な
す　

か
く
り
に

し
か
は　

わ
き
も
こ
か　

か
た
み
に
お
け
る　

み
と
り
子
の　

こ
ひ
な
く
こ
と
に

と
り
あ
た
ふ　

も
の
し
な
け
れ
は　

を
と
こ
し
も
の　

わ
き
は
さ
み
も
ち　

わ
き
も

こ
と　

ふ
た
り
わ
か
ね
し　

枕
つ
く　

つ
ま
や
の
う
ち
に　

ひ
る
は
も　

う
ら
さ
ひ

く
ら
し　

よ
る
は
も　

い
き
つ
き
あ
か
し　

な
け
ゝ
と
も　

せ
ん
す
へ
し
ら
に　

こ

ふ
れ
と
も　

あ
ふ
よ
し
を
な
み　

お
ほ
と
り
の　

は
か
ひ
の
や
ま
に　

わ
か
こ
ふ
る

　

い
も
は
い
ま
す
と　

ひ
と
の
い
へ
は　

い
は
ね
さ
く
み
て　

な
つ
み
こ
し　

よ
け

く
も
そ
な
き　

う
つ
せ
み
と　

お
も
ひ
し
妹
か　

か
き
ろ
ひ
の　

ほ
の
か
に
た
に
も

　

み
え
ぬ
お
も
へ
は
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41　

こ
そ
み
て
し
秋
の
月
夜
は
て
ら
せ
と
も　

あ
ひ
み
し
妹
は
い
や
と
し
さ
か
る

42　

ふ
す
ま
ち
を
引
手
の
山
に
妹
を
お
き
て　

や
ま
ち
を
行
は
い
け
り
と
も
な
し

43　

秋
山
の　

し
た
ふ
る
い
も　

な
よ
た
け
の　

と
を
よ
る
こ
ら
は　

い
か
さ
ま
に

お
も
ひ
を
れ
か　

た
く
つ
ぬ
の　

な
か
き
命
を　

つ
ゆ
こ
そ
は　

朝
に
お
き
て　

夕

に
は　

き
ゆ
と
い
へ　

き
り
こ
そ
は　

ゆ
ふ
へ
に
立
て　

あ
し
た
に
は　

う
す
と
い

へ　

あ
つ
さ
ゆ
み　

お
と
き
く
わ
れ
も　

ほ
の
み
し
こ
と　

く
や
し
き
を　

し
き
た

へ
の　

手
枕
ま
き
て　

つ
る
き
た
ち　

み
に
そ
へ
ね
け
ん　

わ
か
草
の　

そ
の
つ
ま

の
こ
は　

さ
ふ
し
み
か　

お
も
ひ
て
ぬ
ら
ん　

と
き
な
ら
す　

す
き
に
し
こ
ら
か

朝
露
の
こ
と　

夕
き
り
の
こ
と

44　

さ
ゝ
な
み
の
し
か
つ
の
こ
ら
か
ま
か
り
ち
の　

か
は
せ
の
み
ち
を
み
れ
は
さ
ふ
し

も　

45　

そ
ら
か
そ
ふ
お
ほ
つ
の
こ
か
あ
ひ
し
日
に　

お
ほ
に
み
し
か
は
い
ま
そ
く
や
し
き

46　

た
ま
も
よ
し　

さ
ぬ
き
の
く
に
は　

く
に
か
ら
か　

み
れ
と
も
あ
か
ぬ　

か
ん
か
ら

か　

こ
ゝ
た
ゝ
ふ
と
き　

あ
め
つ
ち　

ひ
つ
き
と
ゝ
も
に　

た
り
ゆ
か
ん　

か
み
の

み
お
も
と　

つ
き
て
く
る　

な
か
の
み
な
と
ゆ　

ふ
ね
か
け
て　

わ
か
こ
き
く
れ
は

　

と
き
つ
か
せ　

く
も
ゐ
に
ふ
く
に　

お
き
み
れ
は　

し
き
な
み
た
ち　

へ
た
み
れ

は　

し
ら
な
み
さ
は
く　

い
さ
な
と
り　

う
み
を
か
し
こ
み　

ゆ
く
ふ
ね
の　

か
ち

引
を
り
て　

を
ち
こ
ち
の　

し
ま
は
お
ほ
け
と　

な
く
は
し　

さ
み
の
し
ま
の　

あ

り
そ
わ
に　

い
ほ
り
て
み
れ
は　

な
み
の
と
の　

し
け
き
は
ま
へ
を　

し
き
た
へ
の

　

ま
く
ら
に
ま
き
て　

あ
ら
と
こ
に　

こ
ろ
ふ
す
き
み
か　

い
へ
し
ら
は　

ゆ
き
て

も
つ
け
む　

つ
ま
し
ら
は　

き
も
と
は
ま
し
を　

た
ま
ほ
こ
の　

み
ち
た
に
し
ら
す

　

お
ほ
ゝ
し
く　

ま
ち
か
こ
ふ
ら
ん　

は
し
き
つ
ま
ら
は

47　

つ
ま
も
あ
ら
は
と
り
て
た
け
ま
し
さ
み
の
や
ま　

ぬ
の
へ
の
う
は
き
す
き
に
け
ら

す
や

48　

お
き
つ
な
み
き
よ
る
あ
り
そ
を
し
き
た
へ
の　

ま
く
ら
と
ま
き
て
な
せ
る
君
か
も

49　

か
も
や
ま
の
い
は
ね
し
ま
け
る
わ
れ
を
か
も　

し
ら
す
に
い
も
か
ま
ち
つ
ゝ
あ
ら

ん　

50　

け
ふ
〳
〵
と
わ
か
ま
つ
君
は
し
か
は
の
か
ひ
に
ま
し
り
て
あ
り
と
い
は
す
や
も

三
上
巻

51　

お
ほ
き
み
は
か
み
に
し
ま
せ
は
あ
ま
く
も
の　

い
か
つ
ち
の
う
へ
に
い
ほ
り
せ
る

か
も

52　

や
す
み
し
し　

わ
か
お
ほ
き
み　

た
か
ひ
か
る　

日
の
み
こ
の　

う
ま
な
へ
て

み
か
り
た
ゝ
せ
る　

わ
き
も
こ
を　

か
り
ち
の
を
ぬ
に　

し
ゝ
こ
そ
は　

い
は
ひ
を

ろ
か
め　

う
つ
ら
こ
そ　

い
は
ひ
も
と
ほ
れ　

し
ゝ
し
も
の　

い
は
ひ
を
ろ
か
み

う
つ
ら
な
す　

い
は
ひ
も
と
ほ
り　

か
し
こ
み
と　

つ
か
へ
ま
つ
り
て　

ひ
さ
か
た

の　

あ
め
み
る
こ
と
く　

ま
そ
か
ゝ
み　

あ
ふ
き
て
み
れ
と　

は
る
草
の　

い
や
め

つ
ら
し
き　

わ
か
お
ほ
き
み
か
も

53　

久
か
た
の
あ
め
ゆ
く
月
を
つ
な
に
さ
し　

わ
か
お
ほ
き
み
は
き
ぬ
か
さ
に
せ
り

54　

み
つ
の
さ
き
な
み
を
か
し
こ
み
こ
も
り
え
の　

ふ
ね
こ
く
君
か
ゆ
く
か
ぬ
し
ま
に

55　

た
ま
も
か
る
み
ぬ
め
を
す
き
て
夏
草
の　

ぬ
し
ま
か
さ
き
に
ふ
ね
近
つ
き
ぬ

56　

あ
は
ち
の
ぬ
し
ま
か
さ
き
の
は
ま
風
に　

い
も
か
む
す
ひ
し
ひ
も
ふ
き
か
へ
す

57　

あ
ら
た
へ
の
ふ
ち
え
の
う
ら
に
す
ゝ
き
つ
る　

あ
ま
と
か
み
ら
ん
旅
行
我
を

58　

い
な
ひ
ぬ
も
ゆ
き
す
き
か
て
に
お
も
へ
れ
は　

こ
ゝ
ろ
こ
ひ
し
き
か
こ
の
し
ま
み

ゆ　

59　

と
も
し
ひ
の
あ
か
し
の
お
と
に
い
ら
ん
日
や　

こ
き
わ
か
れ
な
ん
い
へ
の
あ
た
り

み
す　

60　

あ
ま
さ
か
る
ひ
な
の
な
か
ち
ゆ
こ
ひ
く
れ
は　

あ
か
し
の
と
よ
り
や
ま
と
し
ま
み

ゆ　

61　

け
ひ
の
う
み
の
に
は
よ
く
あ
ら
し
か
り
こ
も
の　

み
た
れ
出
る
み
ゆ
あ
ま
の
つ
り

ふ
ね

62　

や
す
み
し
　ゝ

わ
か
お
ほ
き
み　

た
か
ひ
か
る　

ひ
の
み
こ　

し
き
ま
す　

お
ほ

と
の
ゝ
へ
に　

久
か
た
の　

あ
ま
つ
た
ひ
く
る　

雪
し
も
の　

ゆ
き
き
つ
ゝ
ま
せ

　

よ
ろ
つ
よ
ま
て
に

63　

や
つ
り
山
木
た
ち
も
み
え
す
ふ
り
み
た
る　

ゆ
き
は
た
ら
な
る
あ
し
た
た
ぬ
し
も

64　

も
の
ゝ
ふ
の
や
そ
う
ち
か
は
の
あ
し
ろ
木
に　

い
さ
よ
ふ
浪
の
行
へ
し
ら
す
も

65　

あ
ふ
み
の
み
ゆ
ふ
な
み
ち
と
り
な
か
な
け
は　

心
も
し
ぬ
に
い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ

66　

な
く
は
し
き
い
な
み
の
う
み
の
お
き
つ
な
み　

ち
へ
に
か
く
り
ぬ
や
ま
と
し
ま
ね

は　

67　

お
ほ
き
み
の
と
ほ
の
み
か
と
ゝ
あ
り
か
よ
ふ　

し
ま
と
を
み
れ
は
神
代
し
お
も
ほ

ゆ　
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三
下
巻

68　

く
さ
ま
く
ら
た
ひ
の
や
と
り
に
た
か
つ
ま
か　

国
わ
す
れ
た
る
い
へ
ま
た
な
く
に

69　

や
ま
の
間
ゆ
い
つ
も
の
こ
ら
は
き
り
な
れ
や　

よ
し
ぬ
の
や
ま
の
み
ね
に
た
な
ひ

く　

70　

み
く
ま
の
ゝ
う
ら
の
は
ま
ゆ
ふ
も
ゝ
へ
な
す　

心
は
も
へ
と
た
ゝ
に
あ
は
ぬ
か
も

71　

い
に
し
へ
に
あ
り
け
ん
ひ
と
も
わ
か
こ
と
か　

い
も
に
こ
ひ
つ
ゝ
い
ね
か
て
に
け

ん　

72　

い
ま
の
み
の
わ
さ
に
は
あ
ら
す
い
に
し
へ
の　

ひ
と
そ
ま
さ
り
て
な
き
さ
へ
な
き

し　

73　

も
ゝ
へ
に
も
き
お
よ
へ
か
も
と
お
も
へ
か
も　

君
か
つ
か
ひ
の
み
れ
と
あ
か
さ
ら

ん　

74　

を
と
め
ら
か
袖
ふ
る
や
ま
の
み
つ
か
き
の　

ひ
さ
し
き
時
ゆ
お
も
ひ
き
わ
れ
は

75　

な
つ
ぬ
行
を
し
か
の
つ
ぬ
の
つ
か
の
ま
も　

い
も
か
心
を
わ
す
れ
て
お
も
へ
や

76　

た
ま
き
ぬ
の
さ
ゐ
〳
〵
し
つ
み
家
の
い
も
に　

物
い
は
す
ま
て
お
も
ひ
か
ね
つ
も

七
巻

77　

あ
め
の
う
み
に
雲
の
な
み
た
ち
月
の
ふ
ね
星
の
は
や
し
に
こ
き
か
く
る
み
ゆ

　
　
　

詠
雲

78　

あ
な
し
か
は
か
は
な
み
立
ぬ
ま
き
む
く
の
ゆ
つ
き
か
た
け
に
雲
ゐ
た
つ
ら
し

79　

足
引
の
や
ま
か
は
の
せ
の
な
る
な
へ
に
ゆ
つ
き
か
た
け
に
雲
立
わ
た
る

　
　
　

詠
山

80　

な
る
か
み
の
お
と
の
み
き
ゝ
し
ま
き
む
く
の
ひ
は
ら
の
や
ま
を
け
ふ
み
つ
る
か
も

81　

み
も
ろ
の
そ
の
や
ま
な
み
に
こ
ら
か
て
を
ま
き
む
く
や
ま
は
つ
き
の
つ
き
の
よ
ろ

し
も

82　

わ
か
衣
色
に
そ
め
な
ん
う
ま
さ
け
を
み
む
ろ
の
山
は
紅
葉
し
に
け
り

　
　
　

詠
河

83　

ま
き
む
く
の
あ
な
し
の
か
は
ゆ
行
水
の
た
ゆ
る
こ
と
な
く
ま
た
か
へ
り
み
ん

84　

ぬ
は
玉
の
よ
る
さ
り
く
れ
は
ま
き
む
く
の
か
は
と
た
か
し
も
ら
あ
し
か
も
と
き

　
　
　

詠
葉

85　

い
に
し
へ
あ
り
け
ん
ひ
と
も
わ
か
こ
と
く
み
わ
の
ひ
は
ら
に
か
さ
し
を
り
け
ん

86　

ゆ
く
か
は
の
す
き
に
し
人
の
た
を
ら
ね
は
う
ら
ふ
れ
た
て
り
み
わ
の
ひ
は
ら
は

　
　
　

羈
旅

87　

あ
ひ
き
す
る
あ
ま
と
や
み
ら
ん
あ
く
ら
の
き
よ
き
あ
り
そ
を
み
に
こ
し
我
を

88　

お
ほ
な
む
ち
す
く
な
み
か
み
の
つ
く
ら
し
し
い
も
せ
の
や
ま
を
み
ら
く
し
か
ら
も

89　

わ
き
も
こ
か
み
つ
ゝ
し
ぬ
は
ん
お
き
つ
も
の
は
な
さ
き
た
ら
は
わ
れ
に
つ
け
こ
そ

90　

君
か
た
め
う
き
ぬ
の
池
の
ひ
し
と
る
と
わ
か
そ
め
し
袖
ぬ
れ
に
け
る
か
も

91　

い
も
か
た
め
す
か
の
み
と
り
に
ゆ
く
わ
れ
を
や
ま
ち
ま
と
ひ
て
こ
の
日
く
ら
し
つ

　
　
　

行
路

92　

と
ほ
く
あ
り
て
雲
ゐ
に
み
ゆ
る
い
も
か
い
へ
に
は
や
く
い
た
ら
ん
あ
ゆ
め
黒
こ
ま

93　

た
ち
の
し
り
は
や
に
い
り
ぬ
に
く
す
引
わ
き
も

ま
そ
て
も
て
き
せ
て
ん
と
か
も
な
つ
く
す
ひ
く
も

94　

す
み
の
え
の
な
み
つ
ま
き
み
か
う
ま
の
り
衣

さ
に
つ
ら
ふ
あ
や
め
を
す
ゑ
て
ぬ
へ
る
こ
ろ
も
と
そ

95　

す
み
の
え
の
い
て
み
の
は
ま
の
し
は
な
か
り
そ
ね

を
と
め
ら
か
あ
か
も
の
す
そ
の
ぬ
き
て
ゆ
か
ん
み
ん

96　

す
み
の
え
の
を
田
を
か
ら
す
こ
や
つ
こ
か
も
な
き

や
つ
こ
あ
れ
と
い
も
か
み
た
め
に
秋
の
た
か
か
ら
す

97　

い
け
の
へ
の
を
つ
き
か
も
と
の
し
ぬ
な
か
り
そ
ね

そ
れ
を
た
に
き
み
か
か
た
み
に
み
つ
ゝ
し
ぬ
は
は
ん

98　

あ
め
な
る
ひ
め
す
か
は
ら
の
草
な
か
り
そ
ね

み
な
の
わ
た
か
く
ろ
き
か
み
に
あ
く
た
し
つ
く
も

99　

な
つ
か
け
の
ね
や
の
し
た
に
き
ぬ
た
つ
わ
き
も

う
ら
ま
け
て
わ
か
た
め
た
ゝ
は
や
ゝ
お
ほ
に
た
て

100　

あ
つ
さ
ゆ
み
ひ
き
つ
の
へ
な
る
な
の
り
そ
の
は
な

つ
む
ま
て
に
あ
は
さ
ら
め
や
も
な
の
り
そ
の
は
な

101　

う
ち
日
さ
す
み
や
ち
を
ゆ
く
に
わ
か
も
は
や
れ
ぬ

た
ま
の
を
の
お
も
ひ
し
な
え
て
い
へ
に
あ
ら
ま
し
を

102　

君
か
た
め
た
ち
か
ら
つ
か
れ
お
り
た
る
き
ぬ
を

は
る
さ
ら
は
い
か
な
る
色
に
す
り
て
は
よ
け
ん

103　

は
し
た
て
の
く
ら
は
し
や
ま
に
た
て
る
白
雲

み
ま
く
ほ
り
わ
か
す
る
な
へ
に
た
て
る
し
ら
く
も



近世期の人麻呂・赤人受容の一端

一
一

184

104　

は
し
た
て
の
く
ら
は
し
か
は
の
い
は
の
は
し
は
も

を
か
さ
り
に
わ
か
わ
た
り
し
い
は
の
は
し
は
も

105　

は
し
た
て
の
く
ら
は
し
か
は
の
か
は
の
し
つ
す
け

わ
か
ゝ
り
て
か
さ
も
あ
ま
す
か
は
の
し
つ
す
け

106　

は
る
ひ
す
ら
た
に
た
ち
つ
か
る
き
み
は
か
な
し
も

わ
か
草
の
つ
ま
な
き
き
み
か
た
に
た
ち
つ
か
る

107　

や
ま
し
ろ
の
く
せ
の
や
し
ろ
の
く
さ
な
た
を
り
そ

お
の
か
と
き
と
た
ち
さ
か
ゆ
と
も
く
さ
な
た
を
り
そ

108　

あ
を
み
つ
ら
よ
さ
み
の
は
ら
に
ひ
と
も
あ
は
ぬ
か
も

い
は
ゝ
し
る
あ
ふ
み
あ
か
た
の
も
の
か
た
り
せ
ん

109　

み
な
と
の
あ
し
の
う
ら
は
を
た
れ
か
た
を
り
し

わ
か
せ
こ
か
ふ
る
て
を
み
ん
と
わ
れ
そ
た
を
り
し

110　

か
き
こ
ゆ
る
い
ぬ
よ
ひ
こ
し
て
と
か
り
す
る
君

あ
を
や
ま
の
は
し
け
き
や
ま
へ
う
ま
や
す
め
君

111　

わ
た
の
そ
こ
お
き
つ
玉
も
の
な
の
り
そ
の
花

い
も
と
あ
れ
と
こ
ゝ
に
あ
り
と
な
の
り
そ
の
花

112　

こ
の
を
か
に
く
さ
か
る
を
の
こ
し
か
な
か
り
そ
ね

あ
り
つ
ゝ
も
君
か
き
ま
さ
ん
み
ま
く
さ
に
せ
ん

113　

え
は
や
し
に
ふ
せ
る
し
し
や
も
も
と
む
る
に
よ
き

し
ろ
た
へ
の
袖
に
ま
き
あ
け
て
し
し
ま
つ
わ
か
せ

114　

あ
ら
れ
ふ
り
と
ほ
つ
遠
江
の
あ
と
か
は
や
な
き

か
れ
ゝ
と
も
又
も
お
ふ
て
ふ
あ
と
か
は
や
な
き

115　

朝
つ
く
日
む
か
ひ
の
や
ま
に
つ
き
た
て
る
み
ゆ

と
ほ
つ
ま
を
も
ち
た
る
ひ
と
し
み
つ
ゝ
し
の
は
ん

　
　
　

寄
衣

116　

あ
た
ら
し
き
ま
た
ら
の
衣
お
も
つ
き
て　

わ
れ
に
お
も
ほ
ゆ
い
ま
た
き
ね
と
も

117　

紅
に
こ
ろ
も
そ
め
ま
く
ほ
し
け
と
も　

き
て
匂
は
ゝ
や
人
の
し
る
へ
き

118　

ち
な
に
は
も
人
は
い
ふ
と
も
お
り
つ
か
ん　

わ
か
は
た
も
の
ゝ
し
ろ
き
あ
さ
こ
ろ
も

119　

あ
ち
む
ら
の
と
を
よ
る
う
み
に
ふ
ね
う
け
て　

白
玉
と
ら
ん
人
に
し
ら
ゆ
な

120　

を
ち
こ
ち
の
い
そ
の
な
か
な
る
し
ら
玉
を　

人
に
し
ら
え
す
み
ん
よ
し
も
か
も

121　

わ
た
つ
み
の
て
に
ま
き
も
た
る
玉
ゆ
ゑ
に　

い
そ
の
う
ら
わ
に
か
つ
き
す
る
か
も

122　

わ
た
つ
み
の
も
た
る
白
玉
み
ま
く
ほ
り　

ち
た
ひ
そ
の
り
し
か
つ
き
す
る
あ
ま

123　

か
つ
き
す
る
あ
ま
は
の
れ
と
も
わ
た
つ
み
の　

心
し
え
ね
は
み
ゆ
と
い
は
な
く
に

124　

あ
ま
雲
の
た
な
ひ
く
山
の
こ
も
り
た
る　

わ
か
し
た
心
こ
の
は
し
る
ら
ん

125　

み
れ
と
あ
か
ぬ
ひ
と
国
や
ま
の
こ
の
は
を
し　

わ
か
心
か
ら
な
つ
か
し
み
思
ふ

　
　
　

寄
花

126　

こ
の
や
ま
の
も
み
ち
の
枝
の
し
た
の
花
を　

は
つ
〳
〵
に
み
て
か
へ
る
お
も
ほ
ゆ

　
　
　

寄
川

127　

こ
の
か
は
ゆ
ふ
ね
は
ゆ
く
へ
く
あ
り
と
い
へ
と　

わ
た
り
せ
こ
と
に
ま
も
る
人
あ
る

を

　
　
　

寄
海

128　

お
ほ
う
み
を
ま
も
る
み
な
と
に
こ
と
し
あ
ら
は　

い
つ
へ
ゆ
君
か
わ
を
ゐ
し
の
か
ん

129　

か
せ
ふ
き
て
う
み
は
あ
る
と
も
あ
す
と
い
は
　ゝ

ひ
さ
し
か
る
へ
し
き
み
か
ま
に

〳
〵

130　

雲
か
く
る
こ
し
ま
の
か
み
の
か
し
こ
け
は　

め
は
へ
た
つ
れ
と
心
へ
た
て
や

　
　

九
巻

　
　
（
二
行
空
白
）

131　

か
は
の
せ
の
た
き
る
を
み
れ
は
玉
も
か
も　

ち
り
み
た
れ
た
る
こ
の
か
は
と
か
も

132　

ひ
こ
ほ
し
の
か
さ
し
の
玉
の
つ
ま
こ
ひ
に　

み
た
れ
に
け
ら
し
こ
の
か
は
の
せ
に

133　

し
ら
と
り
の
さ
き
さ
か
や
ま
の
ま
つ
か
け
に　

や
と
り
て
ゆ
か
な
よ
も
ふ
け
行
を

134　

あ
ふ
り
ほ
す
人
も
あ
れ
や
も
ぬ
れ
衣
を　

い
へ
に
は
や
ら
な
旅
の
し
る
し
に

135　

あ
り
そ
へ
に
つ
き
て
こ
く
あ
ま
か
ら
ひ
と
の　

は
ま
を
す
く
れ
は
こ
ひ
し
く
あ
る
な

り

136　

た
か
し
ま
の
あ
と
か
は
な
み
は
さ
わ
け
と
も　

わ
れ
は
家
思
ふ
や
と
り
か
な
し
み

137　

旅
な
れ
は
よ
な
か
を
さ
し
て
て
る
月
の　

た
か
し
ま
山
に
か
く
ら
く
を
し
も

138　

わ
か
こ
ふ
る
い
も
は
あ
は
さ
す
た
ま
の
う
ら
に　

衣
か
た
し
き
ひ
と
り
か
も
ね
ん

139　

た
ま
く
し
け
あ
け
ま
く
を
し
き
あ
た
ら
よ
を　

衣
手
か
れ
て
ひ
と
り
か
も
ね
ん

140　

た
く
ひ
れ
の
さ
き
さ
か
や
ま
の
し
ら
つ
ゝ
し　

わ
れ
に
匂
は
ね
い
も
に
し
め
さ
ん

141　

い
も
か
ゝ
と
い
り
い
つ
み
か
は
の
と
こ
な
め
に　

み
ゆ
き
の
こ
れ
り
い
ま
た
冬
か
も

142　

衣
手
の
な
き
の
か
は
へ
の
春
雨
に　

わ
れ
た
ち
ぬ
る
と
い
へ
も
ふ
ら
ん
か
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143　

家
人
の
つ
か
ひ
な
る
ら
し
春
雨
の　

よ
く
れ
と
わ
れ
を
ぬ
ら
す
お
も
へ
は

144　

あ
ふ
り
ほ
す
人
も
あ
れ
や
も　

い
へ
ひ
と
の
は
る
さ
め
す
ら
を
ま
つ
か
ひ
に
す
る

145　

お
ほ
く
ら
の
い
り
え
と
よ
む
な
り
い
め
ひ
と
の　

ふ
し
み
か
田
ゐ
に
か
り
わ
た
る
ら

し

146　

秋
風
に
や
ま
ふ
き
の
せ
の
と
よ
む
な
へ　

あ
ま
雲
か
け
る
か
り
に
あ
へ
る
か
も

147　

さ
よ
な
か
と
夜
は
ふ
け
ぬ
ら
し
か
り
か
ね
の　

き
こ
ゆ
る
空
に
月
わ
た
る
み
ゆ

148　

い
も
か
あ
た
り
し
け
き
か
り
か
ね
夕
き
り
に
き
な
き
て
過
ぬ
と
も
し
き
ま
て
に

149　

雲
か
く
り
か
り
な
く
と
き
は
秋
山
の　

紅
葉
か
た
ま
つ
と
き
は
す
く
れ
と

150　

う
ち
た
を
り
た
む
の
山
き
り
し
け
み
か
も　

ほ
そ
か
は
の
せ
に
浪
の
さ
わ
け
る

151　

冬
こ
も
り
は
る
へ
を
こ
ひ
て
う
ゑ
し
木
の　

み
に
な
る
と
き
を
か
た
待
我
そ

152　

ぬ
は
玉
の
よ
き
り
は
立
る
衣
手
を　

た
か
や
の
上
に
た
な
ひ
く
ま
て
に

153　

や
ま
し
ろ
の
く
せ
の
さ
き
さ
か
か
み
よ
ゝ
り　

春
は
ゝ
り
つ
ゝ
秋
は
散
け
り

154　

は
る
草
を
馬
く
ひ
や
ま
ゆ
こ
え
く
な
る　

か
り
の
つ
か
ひ
は
や
と
り
す
く
也

155　

み
け
む
か
ふ
み
な
ふ
ち
や
ま
の
い
は
ほ
に
は　

ふ
れ
る
は
た
れ
か
き
え
の
こ
り
た
る

　
　

右
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
之
歌
集
所
出

　
　
（
一
行
空
白
）

156　

い
に
し
へ
の
か
し
こ
き
ひ
と
の
あ
そ
ひ
け
ん　

よ
し
ぬ
の
か
は
ら
見
れ
と
あ
か
ぬ
か

も

題
簽　
「
萬
葉
集
山
部
赤
人
歌
」　
（
表
紙
・
中
央
）

　

萬
葉
集
山
部
宿
禰
赤
人
歌

　

三
上
巻

1　

あ
め
つ
ち
の　

わ
か
れ
し
時
ゆ　

か
ん
さ
ひ
て　

た
か
く
た
ふ
と
き　

す
る
か
な
る

　

ふ
し
の
た
か
ね
を　

あ
ま
の
は
ら　

ふ
り
さ
け
み
れ
は　

わ
た
る
ひ
の　

か
け
も

か
く
ろ
ひ　

て
る
つ
き
の　

ひ
か
り
も
み
え
す　

し
ら
く
も
　ゝ

い
ゆ
き
は
ゝ
か
り

　

と
き
し
く
そ　

ゆ
き
は
ふ
り
け
る　

か
た
り
つ
き　

い
ひ
つ
き
ゆ
か
ん　

ふ
し
の

た
か
ね
は

　
　

反
歌

2　

た
こ
の
う
ら
ゆ
う
ち
て
ゝ
み
れ
は
ま
し
ろ
に
そ　

ふ
し
の
た
か
ね
に
ゆ
き
は
ふ
り　

け
る

3　

な
ま
ゆ
み
の　

か
ひ
の
く
に　

う
ち
よ
す
る　

す
る
か
の
く
に
と　

こ
ち
こ
ち
の　

く
に
の
み
な
か
ゆ　

い
て
た
て
る　

ふ
し
の
た
か
ね
は　

天
雲
も　

い
ゆ
き
は
ゝ
か

り　

と
ふ
と
り
も　

と
ひ
も
の
ほ
ら
す　

も
ゆ
る
ひ
を　

ゆ
き
も
て
け
ち　

ふ
る
ゆ

き
を　

ひ
も
て
け
ち
つ
　ゝ

い
ひ
も
え
す　

な
つ
け
も
し
ら
に　

あ
や
し
く
も　

い

ま
す
か
み
か
も　

せ
の
う
み
と　

な
つ
け
て
あ
る
も　

そ
の
や
ま
の　

つ
ゝ
め
る
う

み
そ　

ふ
し
か
は
と　

ひ
と
の
わ
た
る
も　

そ
の
や
ま
の　

み
つ
の
た
き
ち
そ　

ひ

の
も
と
の　

や
ま
と
の
国
の　

し
つ
め
と
も　

い
ま
す
か
み
か
も　

た
か
ら
と
も

な
れ
る
や
ま
か
も　

す
る
か
な
る　

ふ
し
の
た
か
ね
は　

み
れ
と
あ
か
ぬ
か
も

　
　
　

反
歌　
右
壹
首
髙
橋
連
蟲
麻
呂
哥
誤
コ
ヽ
ニ
出
ス

4　

ふ
し
の
ね
に
ふ
り
お
け
る
ゆ
き
は
み
な
つ
き
の　

も
ち
に
け
ぬ
れ
は
そ
の
よ
ふ
り

け
り

5　

ふ
し
の
ね
を
た
か
み
か
し
こ
み
あ
ま
く
も
　ゝ

い
ゆ
き
は
ゝ
か
り
た
な
ひ
く
も
の

を　

6　

す
め
ろ
き
の　

か
み
の
み
こ
と
の　

し
き
ま
す　

く
に
の
こ
と
〳
　〵

ゆ
は
し
も

さ
は
に
あ
れ
と
も　

し
ま
や
ま
の　

よ
ろ
し
き
国
と　

こ
ゝ
し
か
も　

い
よ
の
た
か

ね
の　

い
さ
に
は
の　

を
か
に
た
ゝ
し
て　

う
た
し
ぬ
ひ　

こ
と
し
ぬ
ひ
せ
し　

み

ゆ
の
う
へ
の　

こ
む
ら
を
み
れ
は　

お
み
の
き
も　

お
ひ
つ
き
に
け
り　

な
く
と
り

の　

こ
ゑ
も
か
は
ら
す　

と
ほ
き
よ
に　

か
ん
さ
ひ
ゆ
か
ん　

い
て
ま
し
と
こ
ろ

　
　
　

反
哥

7　

も
ゝ
し
き
の
お
ほ
み
や
ひ
と
の
に
き
た
つ
に　

ふ
な
の
り
し
け
ん
と
し
の
し
ら
な

く　
　

8　

み
も
ろ
の　

か
み
な
ひ
や
ま
に　

い
ほ
え
さ
し　

し
ゝ
に
お
ひ
た
る　

つ
か
の
き
の

　

い
や
つ
き
〳
〵
に　

玉
か
つ
ら　

た
ゆ
る
こ
と
な
く　

あ
り
つ
ゝ
も　

つ
ね
に
か

よ
は
ん　

あ
す
か
の　

ふ
る
き
み
や
こ
は　

や
ま
た
か
み　

か
は
と
ほ
し
ろ
し　

は

る
の
日
は　

や
ま
し
み
か
ほ
し　

秋
の
夜
は　

か
は
し
さ
や
け
し　

あ
さ
雲
に　

た

つ
は
み
た
れ　

夕
き
り
に　

か
は
つ
は
さ
わ
く　

み
る
こ
と
に　

ね
の
み
し
な
か
ゆ

　

い
に
し
へ
お
も
へ
は

　
　
　

反
哥

9　

あ
す
か
ゝ
は
か
は
よ
と
さ
ら
す
立
き
り
の　

お
も
ひ
す
く
へ
き
こ
ひ
な
ら
な
く
に
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三
下
巻

10　

な
は
の
う
ら
ゆ
そ
か
ひ
に
み
ゆ
る
お
き
つ
し
ま　

こ
き
た
む
ふ
ね
は
つ
り
せ
す
ら

し
も

11　

む
こ
の
う
ら
を
こ
き
た
む
を
ふ
ね
あ
は
し
ま
を　

そ
か
ひ
に
み
つ
ゝ
と
も
し
き
を

ふ
ね

12　

あ
へ
の
し
ま
う
の
す
む
い
そ
に
よ
る
な
み
の　

ま
な
く
こ
の
比
や
ま
と
し
お
も
ほ

ゆ　

13　

し
ほ
ひ
な
は
た
ま
も
か
り
つ
め
い
へ
の
い
も
か　

は
ま
つ
と
こ
は
ゝ
な
に
を
し
め

さ
ん

14　

秋
か
せ
の
さ
む
き
朝
け
を
さ
ぬ
の
を
か　

こ
え
な
ん
君
に
き
ぬ
か
さ
ま
し
を

15　

み
さ
こ
ゐ
る
い
そ
ま
に
お
ふ
る
な
の
り
そ
の　

な
は
の
ら
し
て
よ
お
や
は
し
る
と

も　

16　

は
る
ひ
を　

か
す
か
の
山
の　

た
か
く
ら
の　

み
か
さ
の
や
ま
に　

あ
さ
ゝ
ら
す

雲
ゐ
た
な
ひ
き　

か
ほ
と
り
の　

ま
な
く
し
は
な
く　

く
も
ゐ
な
す　

こ
ゝ
ろ
い
さ

よ
ひ　

そ
の
と
り
の　

か
た
こ
ひ
の
み
に　

ひ
る
は
も　

ひ
の
こ
と
〳
　〵

よ
る
は

も　

よ
の
こ
と
〳
　〵

た
ち
て
ゐ
て　

お
も
ひ
そ
わ
か
す
る　

あ
は
ぬ
こ
ゆ
ゑ
に

　
　
　

反
歌

17　

た
か
く
ら
の
み
か
さ
の
山
に
な
く
と
り
の　

や
め
は
つ
か
る
ゝ
こ
ひ
も
す
る
か
も

18　

い
に
し
へ
の
ふ
る
き
つ
ゝ
み
は
と
し
ふ
か
み　

い
け
の
な
き
さ
に
み
く
さ
お
ひ
に

け
り

19　

わ
か
や
と
に
か
ら
あ
ゐ
ま
き
お
ほ
し
か
れ
ぬ
れ
と　

こ
り
す
て
ま
た
も
ま
か
ん
と

そ
思

20　

い
に
し
へ
に　

あ
り
け
ん
ひ
と
の　

し
つ
は
た
の　

お
ひ
と
き
か
へ
て　

ふ
せ
や
た

て　

つ
ま
と
ひ
し
け
ん　

か
つ
し
か
の　

ま
ゝ
の
て
こ
な
か　

お
く
つ
き
を　

こ
ゝ

と
は
き
け
と　

ま
き
の
は
や　

し
け
り
た
る
ら
ん　

ま
つ
か
ね
や　

と
ほ
く
ひ
さ
し

き　

こ
と
の
み
も　

な
の
み
も
わ
れ
は　

わ
す
ら
え
な
く
に

　
　
　

反
哥

21　

わ
れ
も
み
つ
ひ
と
に
も
つ
け
ん
か
つ
し
か
の　

ま
ゝ
の
て
こ
な
か
お
く
つ
き
処

22　

か
つ
し
か
の
ま
ゝ
の
い
り
え
に
う
ち
な
ひ
く　

た
ま
も
か
り
け
ん
て
こ
な
し
お
も

ほ
ゆ

　
　

六
巻

23　

や
す
み
し
し　

わ
か
お
ほ
き
み
の　

と
つ
み
や
と　

つ
か
へ
ま
つ
れ
る　

さ
ひ
か
ぬ

ゆ　

そ
か
ひ
に
み
ゆ
る　

お
き
つ
し
ま　

き
よ
き
な
き
さ
に　

か
せ
ふ
け
は　

し
ら

な
み
さ
わ
き　

し
ほ
ひ
れ
は　

た
ま
も
か
り
つ
　ゝ

か
み
よ
ゝ
り　

し
か
そ
た
ふ
と

き　

た
ま
つ
し
ま
や
ま

　
　
　

反
哥

24　

お
き
つ
し
ま
あ
り
そ
の
た
ま
も
し
ほ
ひ
み
ち　

い
か
く
ろ
ひ
な
は
お
も
ほ
え
ん
か

も　

25　

わ
か
の
う
ら
に
し
ほ
み
ち
く
れ
は
か
た
を
な
み　

あ
し
へ
を
さ
し
て
た
つ
な
き
わ

た
る

26　

や
す
み
し
　ゝ

わ
こ
お
ほ
き
み
の　

た
か
し
ら
す　

よ
し
ぬ
の
み
や
は　

た
ゝ
な
つ

く　

あ
を
か
き
こ
も
り　

か
は
な
み
の　

清
き
か
ふ
ち
そ　

は
る
へ
は　

は
な
さ
き

を
ゝ
り　

秋
さ
れ
は　

き
り
た
ち
わ
た
る　

そ
の
や
ま
の　

い
や
ま
す
〳
〵
に　

こ

の
か
は
の　

た
ゆ
る
こ
と
な
く　

も
ゝ
し
き
の　

お
ほ
み
や
ひ
と
は　

と
は
に
か
よ

は
ん

　
　
　

反
哥

27　

み
よ
し
ぬ
の
き
さ
や
ま
の
ま
の
こ
ぬ
れ
に
は　

こ
ゝ
た
も
さ
わ
く
と
り
の
こ
ゑ
か

も　

28　

ぬ
は
玉
の
よ
の
ふ
け
ゆ
け
は
ひ
さ
き
お
ふ
る　

き
よ
き
か
は
ら
に
ち
と
り
し
は
な

く　

29　

や
す
み
し
し　

わ
か
お
ほ
き
み
は　

み
よ
し
ぬ
の　

あ
き
つ
の
を
ぬ
の　

ぬ
の
へ

に
は　

と
み
す
ゑ
お
き
て　

み
や
ま
に
は　

い
め
た
て
わ
た
し　

朝
か
り
に　

し
ゝ

ふ
み
お
こ
し　

夕
か
り
に　

と
り
ふ
み
た
て　

う
ま
な
め
て　

み
か
り
そ
た
ゝ
す

は
る
の
し
け
ぬ
に

　
　
　

反
哥

30　

あ
し
ひ
き
の
や
ま
に
も
野
に
も
み
か
り
人　

さ
つ
や
た
は
さ
み
ゝ
た
れ
た
る
み
ゆ

31　

あ
め
つ
ち
の　

と
ほ
き
か
こ
と
く　

日
月
の　

な
か
き
か
こ
と
く　

お
し
て
る　

な

に
は
の
み
や
に　

わ
こ
お
ほ
き
み　

く
に
し
ら
す
ら
し　

み
け
つ
く
に　

ひ
の
み
つ

き
と　

あ
は
ち
の　

ぬ
し
ま
の
あ
ま
の　

わ
た
の
そ
こ　

お
き
つ
い
く
り
に　

あ
は

ひ
玉　

さ
は
に
か
つ
き
て　

ふ
ね
な
め
て　

つ
か
へ
ま
つ
る
か　

た
ふ
と
き
み
れ
は
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反
哥

32　

あ
さ
な
き
に
か
ち
の
と
き
こ
ゆ
み
け
つ
く
に　

ぬ
し
ま
の
あ
ま
の
ふ
ね
に
し
あ
る

ら
し

33　

や
す
み
し
し　

わ
か
お
ほ
き
み
の　

か
ん
な
か
ら　

た
か
し
ら
し
ぬ
る　

い
な
み
ぬ

の　

お
ほ
う
み
の
は
ら
の　

あ
ら
た
へ
の　

ふ
ち
ゐ
の
う
ら
に　

し
ひ
つ
る
と　

あ

ま
ふ
ね
さ
わ
き　

し
ほ
や
く
と　

ひ
と
そ
さ
わ
な
る　

う
ら
を
よ
み　

う
へ
も
つ
り

は
す　

は
ま
を
よ
み　

う
へ
も
し
ほ
や
く　

あ
り
か
よ
ひ　

み
ま
す
も
し
る
し　

き

よ
き
し
ら
は
ま

　
　
　

反
哥

34　

お
き
つ
な
み
へ
な
み
し
つ
け
み
い
さ
り
す
と　

ふ
ち
え
の
う
ら
に
ふ
ね
そ
さ
わ
け 

る　

35　

い
な
み
ぬ
の
あ
さ
ち
お
し
な
へ
さ
ぬ
る
よ
の　

け
な
か
く
し
あ
れ
は
い
へ
し
し
ぬ 

は
よ

36　

あ
か
し
か
た
し
ほ
ひ
の
み
ち
を
あ
す
よ
り
は　

し
た
ゑ
ま
し
け
ん
い
へ
ち
か
つ
け 

は　

37　

あ
ち
さ
は
ふ　

い
も
か
め
し
は
み
す
て　

し
き
た
へ
の　

ま
く
ら
も
ま
か
す　

か
に

は
ま
き　

つ
く
れ
る
ふ
ね
に　

ま
か
ち
ぬ
き　

わ
か
こ
き
く
れ
は　

あ
は
ち
の　

ぬ

し
ま
も
す
き　

い
な
み
つ
ま
か
ら　

に
の
し
ま
の　

し
ま
の
ま
ゆ　

わ
き
へ
を
み
れ

は　

あ
を
や
ま
の　

そ
こ
と
も
み
え
す　

し
ら
く
も
　ゝ

ち
へ
に
な
り
き
ぬ　

こ
き

た
む
る　

う
ら
の
こ
と
〳
　〵

ゆ
き
か
く
る　

し
ま
の
さ
き
〳
　〵

く
ま
も
お
か
す

　

お
も
ひ
そ
わ
か
く
る　

た
ひ
の
け
な
か
み

　
　
　

反
哥

38　

玉
も
か
る
か
ら
に
の
し
ま
に
あ
さ
り
す
る　

う
に
し
も
あ
れ
や
い
へ
も
は
さ
ら
ん

39　

し
ま
か
く
り
わ
か
こ
き
く
れ
は
と
も
し
か
も　

や
ま
と
へ
の
ほ
る
ま
く
ま
ぬ
の
ふ 

ね　

40　

か
せ
ふ
け
は
浪
か
た
ゝ
ん
と
さ
も
ら
ふ
に　

つ
た
の
ほ
そ
え
に
う
ら
か
く
れ
を
り

41　

み
け
む
か
ふ　

あ
は
ち
の
し
ま
に　

た
ゝ
む
か
ふ　

み
ぬ
め
の
う
ら
の　

お
き
へ
に

は　

ふ
か
み
る
お
ふ
る　

う
ら
ま
に
は　

な
の
り
そ
か
る　

ふ
か
み
る
の　

み
ま
く

ほ
し
け
と　

な
の
り
そ
の　

お
の
か
名
を
し
み　

ま
つ
か
ひ
も　

や
ら
す
て
わ
れ
は

　

い
け
り
と
も
な
し

　
　
　

反
哥

42　

す
ま
の
あ
ま
の
し
ほ
や
き
き
ぬ
の
な
れ
な
は
か　

ひ
と
日
も
君
を
わ
す
れ
て
お
も 

は
ん

43　

ま
す
ら
を
は
み
か
り
に
た
ゝ
し
を
と
め
ら
は　

あ
か
も
す
そ
ひ
く
き
よ
き
は
ま
へ 

を　

44　

や
す
み
し
し　

わ
か
お
ほ
き
み
の　

み
し
た
ま
ふ　

よ
し
ぬ
の
み
や
は　

や
ま
た
か

み　

雲
そ
た
な
ひ
く　

か
は
は
や
み　

せ
の
と
そ
き
ゆ
き　

か
ん
さ
ひ
て　

み
れ
は

た
ふ
と
く　

よ
ろ
し
な
へ　

み
れ
は
さ
や
け
し　

こ
の
や
ま
の　

つ
き
は
の
み
こ
そ

　

こ
の
か
は
の　

た
え
は
の
み
こ
そ　

も
ゝ
し
き
の　

お
ほ
み
や
と
こ
ろ
や
む　

と

き
も
あ
ら
め

　
　
　

反
哥

45　

神
よ
ゝ
り
よ
し
ぬ
の
み
や
に
あ
り
か
よ
ひ　

た
か
し
ら
せ
る
は
や
ま
か
は
を
よ
み

　
　

巻
八

46　

は
る
の
ゝ
に
す
み
れ
つ
み
に
と
こ
し
わ
れ
そ　

野
を
な
つ
か
し
み
ひ
と
よ
ね
に
け 

る　

47　

あ
し
ひ
き
の
山
さ
く
ら
は
な
日
な
ら
へ
て　

か
く
さ
き
た
ら
は
い
た
も
こ
ひ
め
や 

も　

48　

わ
か
せ
こ
に
み
せ
ん
と
お
も
ひ
し
う
め
の
は
な　

そ
れ
と
も
み
え
す
ゆ
き
の
ふ
れ
ゝ

は

49　

あ
す
よ
り
は
わ
か
な
つ
ま
ん
と
し
め
し
ぬ
に　

き
の
ふ
も
け
ふ
も
雪
の
ふ
れ
ゝ
は

50　

く
た
ら
ぬ
の
は
き
の
ふ
る
え
に
は
る
ま
つ
と　

を
り
し
う
く
ひ
す
な
き
に
け
ん
か 

も　

51　

こ
ひ
し
け
は
か
た
み
に
せ
ん
と
わ
か
や
と
に　

う
ゑ
し
ふ
ち
な
み
い
ま
さ
か
り
な 

り　

　
　

巻
十
七

52　

あ
し
ひ
き
の
や
ま
た
に
こ
え
て
の
つ
か
さ
に　

い
ま
や
な
く
ら
ん
う
く
ひ
す
の
こ 

ゑ　
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注

（
1
）　

藤
田
洋
治
・
朝
比
奈
英
夫
「
近
世
期
の
人
麻
呂
・
赤
人
の
一
面

―
河
野
美
術
館

蔵
『
柿
本
朝
臣
・
山
部
宿
禰
歌
集
』
に
つ
い
て

―
」（『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』

第
四
六
号
、
平
成
二
五
年
三
月
）

（
2
）　

佐
佐
木
信
綱 『
万
葉
集
事
典
』「
典
籍
篇
」（
平
凡
社
、
昭
和
三
一
年
）

（
3
）　

こ
の
よ
う
に
歌
仙
と
し
て
の
人
麿
・
赤
人
か
ら
の
脱
却
を
志
向
す
る
流
れ
の
一
方

で
、
伝
説
の
中
で
の
歌
人
像
を
尊
重
す
る
態
度
も
ま
た
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例

を
二
つ
紹
介
し
た
い
。
一
つ
は
国
文
学
研
究
資
料
館
「
所
蔵
和
古
書
・
マ
イ
ク
ロ
／

デ
ジ
タ
ル
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
見
ら
れ
る
『
歌
仙
三
家
集
』
で
あ
る
。
当
該
歌
集

を
紙
焼
き
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
、
題
簽
に
『
歌
仙
三
家
集
』（
左
、
刷
、
双
辺
）

と
あ
り
、
見
返
中
央
に
は
「
歌
仙
三
家
集　

全
」、
右
に
「
柿
本
人
麿
、
山
邉
赤
人
、

猿
丸
大
夫
」
と
歌
人
名
が
書
か
れ
、
そ
の
下
に
、「
和
歌
の
道
を
あ
ふ
か
む
人
々
は

必
此
文
を
見
給
ふ
べ
き
な
り
人
丸
集
の
中
に
日
本
六
十
余
国
を
隠
題
と
し
て
詠
る
哥

六
十
六
首
あ
り
定
家
卿
も
殊
に
見
習
ふ
べ
き
文
な
り
と
の
給
へ
り
」
と
あ
る
。
左
に

は
、
書
肆
が
刊
本
「
歌
仙
家
集
」
十
五
巻
か
ら
こ
の
三
家
集
を
抽
出
し
た
こ
と
、
出

来
れ
ば
全
部
を
読
む
べ
き
こ
と
を
記
し
、「
平
安
書
肆　

文
政
堂
発
兌
」
と
見
え
る
。

刊
記
に
発
行
年
時
は
記
さ
れ
な
い
が
、「
皇
都
書
林　

寺
町
通
四
条
南
へ
入
町
／
藤

井
文
政
堂
／
山
城
屋
左
兵
衛
」
と
書
肆
名
が
見
え
、
江
戸
末
期
の
刊
行
と
考
え
ら
れ

る
。
歌
集
の
内
容
は
、
正
保
四
年
刊
『
歌
仙
家
集
』
十
五
巻
か
ら
三
家
集
だ
け
を
取

り
出
し
た
も
の
だ
が
、
古
今
集
仮
名
序
に
見
え
る
人
麿
、
赤
人
に
並
ん
で
、
真
名
序

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
猿
丸
大
夫
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
古
今
集
尊
重
の

伝
統
的
な
和
歌
観
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
紹
介
す
る
も
う
一
つ
の
例
は
、
東
北

大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
本
『
人
麿
赤
人
集
』（
狩
4　

１
０
６
４
０
）
で
、
人

麿
集
、
赤
人
集
と
も
歌
仙
家
集
系
統
の
本
文
で
あ
る
。
書
肆
を
簡
略
に
示
す
と
、
所

収
歌
は
『
柿
本
集
』
が
二
九
九
首
、
赤
人
集
が
二
四
七
首
で
、
流
布
本
に
一
致
。
お

お
よ
そ
江
戸
末
期
の
写
本
と
思
わ
れ
、
表
紙
に
は
『
人
麿
赤
人
集
』
と
打
ち
付
け
書

に
外
題
が
記
さ
れ
る
。
一
面
行
数
は
一
一
行
、
柿
本
集
に
奥
書
が
な
い
も
の
の
、
一

面
行
数
が
一
致
す
る
の
で
、
版
本
と
同
じ
場
所
に
該
当
す
る
和
歌
が
並
び
、
仮
名
表

記
や
漢
字
使
用
、
ま
た
空
白
部
分
な
ど
に
も
共
通
点
が
見
ら
れ
、
詞
書
や
左
注
、
ま

た
長
歌
の
改
行
位
置
な
ど
も
一
致
し
て
い
る
の
で
、
と
も
に
版
本
の
写
し
と
判
断
さ

れ
る
。

（
4
）　

齋
藤
正
一
『
庄
内
藩
』（
吉
川
弘
文
館
・
平
成
二
年
一
〇
月
刊
）。
及
び
松
田
二
郎

『
廉
女
詠　

草
釈
考
』（『
廉
女
詠
草
』
刊
行
会
・
平
成
四
年
四
月
刊
）

（
5
）　

佐
藤
東
蔵
『
佐
藤
東
蔵
家
系
譜
』（
鶴
岡
印
刷
・
昭
和
五
八
年
六
月
刊
）。
湯
川
真

人「
近
世
後
期
庄
内
地
域
・
名
主
佐
藤
家
の
書
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
一
考
察
：

「
五
峯
館
蔵
書
」
と
「
書
籍
貸
預
記
并
書
物
注
文
代
記
』
を
中
心
に
」（『
一
橋
大
学

リ
ポ
ジ
ト
リ
』
平
成
一
九
年
一
〇
月
）。

（
6
）　
『
五
峯
館
蔵
書
』
は
明
治
二
七
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
は
現
存
し
な
い
が
戦
前
の

手
書
き
の
目
録
、及
び
庄
内
資
料
調
査
会
が
昭
和
三
二
年
に
『
角
田
二
口
文
書
目
録
』

と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
そ
の
中
に
『
万
葉
略
解
』
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、
貸
し
出
し
の
記
録
に
見
え
る
の
で
、
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）　

注
（
5
）
の
湯
川
真
人
氏
に
同
じ
。

（
8
）　

伝
本
に
関
し
て
、
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
今
野
章
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
箱
は
六
点

現
存
し
、『
論
語
二
』、『
詩
材
三
』、『
文
林
四
』、『
国
学
七
』、『
六
経
十
』
な
ど
と

箱
の
内
容
と
番
号
が
示
さ
れ
る
。

（
9
）　

以
下
、
本
集
の
本
文
と
『
略
解
』
の
訓
を
対
照
し
両
者
の
関
係
を
述
べ
る
が
、
本

文
の
ほ
か
に
、
巻
三
が
上
下
に
分
か
れ
て
い
る
点
も
両
者
の
共
通
項
と
し
て
指
摘
し

う
る
。『
略
解
』
は
巻
三
の
336
番
歌
以
降
を
「
巻
三
下
」
と
分
割
す
る
が
、
本
集
も

325
番
歌
が
上
巻
（
赤
人
9
）、
357
番
歌
が
下
巻
（
赤
人
10
）
に
排
さ
れ
て
お
り
一
致

す
る
。『
略
解
』
の
影
響
を
示
唆
す
る
好
例
と
い
っ
て
よ
い
。

（
10
）　

品
田
悦
一『
万
葉
集
の
発
明　

国
民
国
家
と
文
化
装
置
と
し
て
の
古
典
』（
新
曜
社
・

二
〇
〇
一
）

（
11
）　

羽
田
春
埜
「
高
梨
の
家
」（『
折
口
信
夫
回
想
』
中
央
公
論
社
・
一
九
六
八
）

（
12
）　

前
掲
（
10
）

（
13
）　

澤
瀉
久
孝
「
菅
家
萬
葉
集
の
和
歌
の
用
字
に
就
い
て
」（『
菅
公
頌
徳
録
』
京
都
北

野
天
満
宮
・
一
九
四
四
）

（
14
）　

近
世
中
期
以
降
に
広
く
流
布
し
た
『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
「
黄
葉
」、「
黄
変
」

の
表
記
が
あ
る
よ
う
に
、『
萬
葉
集
』
の
書
き
様
も
あ
る
程
度
認
知
は
さ
れ
て
い
た

よ
う
だ
が
、「
紅
葉
」
の
方
が
通
行
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
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附
記　

こ
の
論
文
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
C
）「
平
安
時
代
に
お
け
る
『
万
葉

集
』
訓
読
本
文
の
研
究

―
人
麿
集
を
中
心
と
し
て
」（
課
題
番
号
２
６
３
７
０
２
１
７   

研
究
代
表
者　

京
都
光
華
女
子
大
学
キ
ャ
リ
ア
形
成
学
部
教
授　

朝
比
奈
英
夫
）
の

成
果
の
一
部
で
あ
る
。


